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新 年 の ご 挨 拶

新年あけましておめでとうございます。

同窓会会員の皆さまには、お元気で新春を

お迎えのことと、お慶び申し上げます。本年

は母校創立157周年、同窓会発足87周年に

なります。年頭にあたり、母校金沢大学医学

類・医学系ならびに十全同窓会の発展と、会

員の皆さまのご健勝、ご活躍をお祈りいたし

ます。

昨年は、本部ならびに各県支部の役員をは

じめ会員の皆さまから暖かいご支援・ご協力

を賜り、深く感謝いたしております。本年も、

会則第2条「会員相互の親睦を計り、母校の

発展を期することを目的とする」を胸に刻み、

同窓会事業の着実な推進に努める所存でござ

います。会報は昨年9月に発行された170号

から伝統的な縦書きから横書きに、またカ

ラー印刷となりました。更には新たに広告掲

載も取り入れました。会員の皆さま方からの

ご意見をいただきたく、よろしくお願いいた

します。各種補助事業については医学類・医

学系とともに十分に検討の上、見直しを図る

所存です。同窓会の中核的活動は支部活動

およびクラス会活動でございます。昨年は、

18支部総会、9学年クラス会開催のご報告を

いただきました。ご尽力を賜りました支部長

およびクラス会幹事をはじめとする会員の皆

さま方に感謝申し上げますと共に、本年もよ

り多くの地域・クラスで総会が開催され会員

相互の親睦が深まることを祈念いたします。

年頭にあたり、昨年および本年の母校に関

係したことを幾つか紹介させていただきます。

第一には、医学類・系および附属病院にお

ける内科再編についてであります。本年は、

臓器別内科として機能単位が再編成され、横

断的な教育、診療、研究を目指す内科再編

が行われ、今後の外科再編と併せて新たな教

育・研究・診療体制が構築されることと期待

いたしております。2021年度に受審予定の

国際認証取得に向けての、海外研修を含むカ

リキュラム改革とともに大きな成果が得られ

ることを強く願っています。

第二には、平成28年4月に開設された金

沢大学先進予防医学研究科の件です。大学

院設置3年目の昨年、9月にドイツ連邦共和

国Dusseldorf市において共同大学院を組

む千葉大学・長崎大学と共に「ダブルディ

グリー制度設計のための国際シンポジウム」

を開催する等、大学院博士課程における

Dusseldorf大学とのダブルディグリー制度

設置の準備が着々と進行しており、早期の制

度設置を期待する次第です。

第三には、附属病院に関する件です。昨

年１月、最新鋭ロボット手術装置（ダビンチ

Xi）新規購入・使用開始、4月にはがんゲノ

ム医療連携病院に指定され、12月には遺伝

子診療部設置・遺伝子診療外来が開設されま

した。平成16年4月に竣工した中央診療棟

の屋上にはヘリポート設置の予定で、その土

台が造られました。しかしながら、西側に高

さ42mの煙突があり、ヘリコプターの運航

に支障をきたすため整備が中断されていまし

た。その後、平成23年には煙突は撤去され、

昨年暮に屋上ヘリポートの整備が着手され、

本年5月には運用が開始されることとなりま

した。地域の「最後の砦である附属病院の使

命」を果たす臨床研究拠点病院としてますま

す充実して参りました。ぜひ、臨床研究中核

病院として選定されますことを強くご期待申

し上げます。

金沢大学は、平成28年度から始まった第

三期中期目標・中期計画において、第3類型、

いわゆる「世界卓越型大学」を選択しました。

また、平成29年度には世界トップレベルの

研究拠点プログラム（WPI）に採択され、「ナ

ノ生命科学研究所」が設置されました。医学

類・系におきましては中核として金沢大学の

「世界で卓越した教育研究」を牽引されること

を強く願っています。

平成は本年4月で終了し、5月から新しい元

号が始まります。「かくて明けゆく空のけし

き、きのうにかわりたりとは見えねど、ひき

かえめずらしきここちぞする」（吉田兼好、徒

然草）。この新しき年が、会員の皆さま方に

とって、また、母校ならびに同窓会にとって、

佳い年、希望の年になりますようご祈念申し

上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。

十全同窓会会長

中村　信一
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就 任 挨 拶

平成30年4月1日付で、愛知医科大学放射

線医学講座の教授を拝命いたしました。ここ

に謹んでご挨拶申し上げます。

私は平成8年に本学を卒業し、名古屋大学

放射線科に入局しました。名古屋大学在任中

は低侵襲治療であるインターベンショナルラ

ジオロジー（IVR）と腹部領域の画像診断を

専門としていました。平成16年にはドイツ

のアーヘン工科大学に留学し、当時本邦では

認可されていなかったステントグラフト、プ

ラグやマイクロスフィアなどの塞栓物質をい

ち早く経験し、多くのIVR手技で鍛錬を重

ねることができました。留学後は、名古屋大

学で腹部内臓動脈瘤、ステントグラフト治療、

門脈系を中心にIVRを行い、画像診断では

特に胆膵疾患の特徴的な画像所見を解析して、

新たな撮影方法の開発と臨床応用にも取り組

んできました。その後、平成29年に愛知医

科大学放射線科に異動しました。

愛知医科大学の放射線科では、画像診断、

核医学、IVR、放射線治療の4分野全てを

行っています。医局は中堅、若手の医師が中

心で、活気に溢れています。今後は4分野全

てにおいて質の高い医療と研究を邁進させ、

特色ある医局にしていきたいと思います。し

かしながら画像診断と放射線治療の件数は毎

年のごとく増加しており、放射線科医の育成

も急務となっています。私が学生時代に金沢

大学の放射線科をみて放射線科を志したよう

に、愛知医科大学の学生にも放射線科の魅力

を上手く伝えられるように学生教育にも注力

していきたいと思います。

今後も放射線医学の発展に精一杯努力する

所存ですので、十全同窓会の皆さまには一層

のご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し

上げます。

鈴木耕次郎　博士
（平成8年卒業）

IVRと画像診断の発展に
貢献

愛 知 医 科 大 学 放 射 線 医 学 講 座 教 授 に 就 任

平成30年10月1日付で埼玉医科大学病院神

経精神科・心療内科教授を拝命いたしました。

私は昭和57年に金沢大学医学部医学科を

卒業後、ただちに北海道大学医学部精神医学

教室に入局し、精神科医としての歩みを開始

しました。同大学附属病院とその関連施設で

の臨床家としての活動とともに、臨床研修を

終えた昭和60年からは、精神薬理学領域の

実験研究も開始して今日に至っております。

平成元年に文部教官助手、平成7年には講師

となり、北海道大学には計18年間余りお世

話になりました。

その後、ご縁をいただき、平成12年に埼

玉医科大学に異動して今日に至っております。

埼玉医科大学は母体が精神科病院であったこ

ともあり、埼玉県西部地域はもとより近隣諸

都県からも、実に多彩な心身の問題を抱えた

数多くの患者様が来院されます。ともすれば

多忙な臨床業務に圧倒される毎日ですが、教育

や研究についても可能な限り努力してまいり

ました。

研究としては、精神疾患の病態生理や治療

に関与する脳内情報伝達系、特に代謝型受容

体とG蛋白との機能的共役について興味を抱

き、これまで一貫して続けてまいりました。

留学歴としては、時期や期間はさまざまです

が、これまで3度海外の研究室に滞在する機

会をいただきました（①スウェーデン王立カ

ロリンスカ研究所、②ジュネーブ大学、③

マックスプランク精神医学研究所）。この数

年は、これまでの研究の集大成として、海外

の共同研究者より供与された精神疾患罹患者

の死後脳を用いた研究に力を注いでおります。

金沢大学には卒業以来まったくご無沙汰し

たまま過ごしてまいりましたが、いつも陰な

がら母校の発展を願っておりました。不肖の

放蕩卒業生ですが、今後ともどうぞよろしく

お願い申し上げます。

小田垣雄二　博士
（昭和57年卒業）

集大成として
死後脳を用いた研究に注力

埼 玉 医 科 大 学 病 院 神 経 精 神 科 ・ 心 療 内 科 教 授 に 就 任
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ISOLS Trainee Fellowship 2018-2019　
受賞

林　　克洋
（平成9年卒業）

医薬保健学総合研究科　

整形外科学

国 際 患 肢 温 存 学 会（ Internat ional 

Symposium on Limb Salvage : ISOLS）

のフェローシップに選出され、イタリア、ギ

リシャ、オーストリアで計3カ月間研修させ

てもらうことになりました。貴重な機会をい

ただき、関係諸先生方に感謝いたします。

我々、整形外科医は、骨肉腫などに代表さ

れる四肢体幹発生の骨軟部腫瘍を扱います。

骨肉腫の治療方法は、かつては手術しか選択

肢がありませんでしたが、切断術を行っても

生存率1割という不治の病でした。1970年

代に化学療法が導入され、生存率が改善され

るとともに、病気のある手足も切断せずに

温存することができるのでは、という変革

の時代に始まった骨軟部腫瘍の国際学会が

ISOLSです。金沢大学整形外科学教室でも

最も力をいれている学会の一つで、富田名

誉教授は第1回目から参加されており、平成

29年には土屋教授のもと金沢でこの学会を

主催することもできました。

現在の骨軟部腫瘍の治療は、化学療法、腫

瘍切除手術、機能再建術、放射線治療、診

断、リハビリ、基礎研究など多岐にわたる知

識と技術を必要としています。そのような過

渡のなか今回のフェロー募集があり、要項と

しての履歴書、業績、推薦書、抱負などをま

とめて提出しました。当然のことながら抱負

の1200単語英語小論文には苦労しましたが、

その甲斐あって自分が選出され、著名な諸外

国の先生のもとで生の治療を体感吸収する機

会をいただきました。

本原稿執筆時はまだ研修が始まったばか

りですが、早速研修先ギリシャでの教授の

パワーに圧倒されています。外来診察の終

了は夜中の1時（！）、移動中はスマホの電話、

メール、ネットを駆使して様々な情報を収集

し、かつ学生や研修にきた自分にも朝から晩

までつきっきりで面倒をみてくれています。

3カ月間、国外のさまざまな実情、知識、

技術を吸収し、還元したいと思っています。

EUROSPINE 2018 Travel Grant 
受賞

清水　貴樹
（平成23年卒業）

金沢大学大学院医学系研究科

機能再建学（整形外科学）

この度、平成30年9月にスペイン、バル

セロナで開催されたEUROSPINE Annual 

Meetingにおいて、EUROSPINE 2018 Travel 

Grantを受賞しました。本学会は脊椎単独の

国際学会としては世界最大規模の学会であり、

各国から多数の脊椎外科医が参加する学会で

す。採択率は2割程度と厳しめですが、当教

室からは、日本最多の13演題が採択されま

した。

私の本学会での発表内容は『Total en bloc 

spondylectomy for primary tumors of the 

lumbar spine (Shimizu T, et al. Medicine 

2018)』であり、Quick Fireと称される3分

の短い口演発表でした。当教室で開発してき

た腫瘍脊椎骨全摘術(TES)の中でも、より

難度の高い腰椎TESの成績をまとめたもの

になります。発表の質疑応答は決して褒めら

れる内容ではありませんでしたが、35歳以

下の若手医師5名に贈られるという本賞を幸

い受賞することができました。これもひとえ

に、当教室におけるTESの20年以上に及ぶ

技術・知識の研鑽、症例の蓄積のおかげです。

今回の受賞にあたり、このような貴重な機

会を与えて頂いた土屋教授、村上准教授をは

じめ、TESの開発・発展に尽力されてきた同

門の先生方に深く感謝申し上げます。十全同

窓会の先生方におかれましては、今後ともご

指導ご鞭撻賜りますようよろしくお願い致し

ます。

受 　 　 賞

お知らせ

各支部における同窓生の
学術的・医療的活動状況
について、寄稿をお待ち
しております。

〒921-8640
金沢市宝町13-1
金沢大学医学部十全同窓会　
� 会報編集委員会
TEL. 076-265-2132
FAX. 076-234-4208
Email 
juzen@med.kanazawa-u.ac.jp

瑞
宝
小
綬
章
　
廣
瀬
源
二
郎（
会
員
Ⅱ
）

旭
日
双
光
章
　
小
関
　
支
郎（
昭
和
47
年
卒
業
）

旭
日
双
光
章
　
舛
谷
　
一
宏（
昭
和
46
年
卒
業
）

秋の叙勲
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2018年11月3日と4日の2日間、金沢市

アートホールにおいて第36回日本眼腫瘍学

会が開催されました。

本会は、眼科領域の腫瘍とその類縁疾患を

扱う学術集会です。眼腫瘍は希少がんのひと

つであり、ひとつの病院あるいは地域で経験

できる症例数は限られるので、全国から症例

を持ち寄って討議できる機会は本学会員に

とって大変貴重です。今年度の大会長は、金

沢大学医薬保健学域医学類眼科学の高比良が

務め、その運営には眼科医局の先生方やス

タッフの全面的な協力を得て開催されました。

今回は学会テーマを「境界領域への挑戦」と

し、腫瘍とその鑑別が重要な類縁疾患にス

ポットを当てました。そのひとつの企画は

IgG4関連疾患の特別講演であり、本学のリ

ウマチ膠原病内科の川野充弘先生、倉敷中央

病院病理診断科の能登原憲司先生、本学の放

射線科の井上大先生を講師としてお招きし、

特にIgG4関連疾患と悪性腫瘍との関連につ

いてご講演をいただきました。また、もうひ

とつは眼科領域の血管腫とその異同が問題と

もなる血管奇形などの類縁疾患に関したシン

ポジウムを企画しました。網脈絡膜、眼瞼・

結膜、眼窩の3つの領域の血管腫とその類縁

疾患について、まさに今第一線でご活躍され

ている若い眼科医の先生方にお話しいただ

きました。一般口演も45演題の採択があり、

それぞれにおいて例年のようにとても活発な

議論がかわされました。

会期中を通して小春日和の好天に恵まれ、

本会としては歴代で最も多い329名の参加

登録をいただき、2日間の会を成功裡に終え

ることができました。ご参加いただきました

同門会の先生方、学会員ならびに関係各位の

皆様方には厚く御礼申し上げます。

� （高比良雅之：記）

学 会 報 告 等

第 3 6 回 日 本 眼 腫 瘍 学 会 開 催
� 日時／平成30年11月3日（土・祝）～ 4日（日）　場所／金沢市アートホール
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記

記
念
講
演
会

　

日　

時　

平
成
31
年
1
月
23
日（
水
）　

午
後
5
時
30
分　

か
ら

　

場　

所　

金
沢
大
学
宝
町
キ
ャ
ン
パ
ス
医
学
類
Ｇ
棟
2
階　

第
3
講
義
室

　

演　

題　

 「R
ead C

ancer A
utobiography

」	

大
井　

章
史　

教
授

　

日　

時　

平
成
31
年
3
月
4
日（
月
）　

午
後
4
時
30
分　

か
ら

　

場　

所　

金
沢
大
学
宝
町
キ
ャ
ン
パ
ス
医
学
類
Ｇ
棟
2
階　

第
3
講
義
室

　
　
　
　
　
「
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
社
会
実
装
研
究
：
文
理
融
合
・
産
学
官
共
同
・
国
際
交
流
を
目
指
し
て
」

	

三
邉　

義
雄　

教
授

　
　
　
　
　

 「Ending the D
iagnostic O

dyssey

─ 

希
少
疾
患
診
断
の
旅
」	

	

谷
内
江
昭
宏　

教
授

　
　
　
　
　
（
記
念
講
演
会
後
の
記
念
式
は
行
い
ま
せ
ん
）

�

事
務
担
当　

医
薬
保
健
系
事
務
部
総
務
課
総
務
係

�

（
電
話
番
号　

０
７
６
─
２
６
５
─
２
１
０
０
）
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病 院 紹 介

地域唯一の中核病院
市立敦賀病院は明治15年2月の県立敦賀

病院設置に始まる、開設以来130数年を経

過する病院です。昭和30年1月に町村合併

により市立敦賀に改称されました。昭和38

年3月には改築により一般172床、伝病25

床、結核40床となり、平成11年4月に現在

の骨格である一般348床（HCU6床を含む）、

感染症2床となりました。平成26年10月と

27年10月に地域包括ケア病棟を作り、現在

は一般229床（HCU6床を含む）、回復期（地

域包括ケア病棟）71床、感染症2床となっ

ています。地域の唯一の中核病院であり、急

性期、高度急性期の医療の他に、回復期の医

療にも注目し、地域のニーズを応じた医療を

提供し、地域医療の確保に努めています。

質の高い医療の提供と
健全経営の確保

自治体病院の倫理綱領行動指針は、1．地

域医療の確保、2．質の高い医療の提供、3．

患者中心の医療の推進、4．医療安全の徹底、

5．健全経営の確保　の5つからなっていま

す。より質の高い医療の提供を目的として、

日本病院会のQIプロジェクトと全国自治体

病院協議会の医療の質評価・公表等推進事業

に参加しています。初年度は約1／3の項目

が平均を下回っていましたが、2年目には平

均を下回る項目がほとんどなく、約1／2の

項目で平均を上回ることができました。健全

経営の確保に関しては平成21年4月より5カ

年毎の中期経営計画を立てて実行しています。

職員の頑張りにより平成22年度は7年ぶり

に黒字となり、その後も8年間健全経営が続

いています。平成28年6月には全国の12病

院とともに自治体立優良病院表彰をいただき

ました。

病院完結型医療から
地域完結型医療へ

超高齢化社会を迎え、短期間の入院加療で

は疾病が治癒しない高齢者が多くなっており、

地域完結型医療への方向転換が必要となって

きます。当院では福井県の公的病院の中では

最も早く、地域包括ケア病棟を立ち上げ、地

域連携に積極的にかかわってきました。また、

敦賀市は内科系の開業医の閉院が続き、県内

で唯一訪問診療・往診が減少している地域で

す。そのため、平成24年4月に総合診療科

を立ち上げて医師確保に努め、平成30年4

月から訪問診療を開始することができました。

平成30年10月には訪問看護ステーションを

立ち上げ、訪問看護も始めたところです。

一方、大きな課題は医師、看護師、薬剤師

の不足が続いていることです。新専門医制度

や働き方改革は地方の人材不足に拍車をかけ

る可能性があります。今後も課題解決に向け

て職員一同心を一つにして取り組んでまいり

ます。十全同窓会の皆さまのご指導・ご鞭撻

のほど宜しくお願いいたします。

�（病院事業管理者兼院長　米島　　學：記）

概 要
市立敦賀病院

所在地	 福井県敦賀市三島町1-6-60

開　設	 明治15年2月

病院長	 米島　　學

病床数	 302床

診療科数	 21

沿 革
明治15年	 県立敦賀病院開設

明治24年	 郡制施行に伴い郡立敦賀病院に改称

大正12年	 郡制廃止により敦賀郡町村組合立病院に改称

昭和30年	 町村合併により市立敦賀病院に改称

　
市 立 敦 賀 病 院
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創立145年、
地の利を生かした連携を推進

金沢医療センターは、金沢市の中心街に近

い小立野台地、日本三名園の一つである特別

名勝兼六園に隣接する旧前田藩家老職の奥村

邸跡にあり、病院周囲には、金沢市内では最

も長い「長土塀」が残されています。明治6年

金沢城址に金沢衛戍病院として創設され、明

治32年に現在地に新築移転、昭和12年金澤

陸軍病院、昭和20年12月国立金沢病院、平

成16年独立行政法人国立病院機構に移行し

金沢医療センターとなりました。現在、創立

145年です。

27診療科、ICU6床、CCU4床、NICU6床、

GCU6床を含めて、554床（一般512床、精

神42床）で、「がん」「循環器・血管疾患」を中

心に総合的高度医療に取り組みながら、地域

医療においても病病・病診連携を積極的に推

進し、開放型病床の提供、充実した救急医療

体制、がん患者さんを含めた地域包括医療の

推進等、地域の中核病院としての機能および

周産期母子医療、身体合併症を有する精神疾

患医療にも積極的に取り組んでいます。地域

がん診療連携拠点病院、地域災害拠点病院、

地域医療支援病院、地域周産期母子医療セン

ターに指定・認定されています。また、平成

13年から原子力安全対策整備計画に基づき

原子力医療センタ－を設置しています。金沢

大学病院に近接するという地の利を活かし、

大学と連携し機動性のある医療の提供、行政

と連携し医療計画の達成に向けた協力を推進

しています。

各診療部門の取り組み
当院の診療部門には、血管病センター、が

ん診療部、母子周産期センタ－があり、血管

病センターでは、全身の血管を一臓器とみ

なして血管疾患、特に複合血管疾患を有す

る患者を関連各科が総合的に診療していま

す。がん診療部では進行がんや再発がんなど

の難治性癌に重点を置いて外科的治療、化学

療法並びに放射線療法を中心とした集学的診

療機能の強化を推進しています。「外来治療

センター」（8床）「がん支援相談室」「緩和ケア

内科」を設置し、また、レスパイト入院等で、

がん患者さんの在宅医療を支える地域包括ケ

ア病棟の運用も開始しています。母子周産期

センターでは、安心・安全な母子周産期医療

を提供するため小児科・産婦人科医師が密接

に連携し、24時間の救急体制を整えていま

す。また、院内助産制度も定着し、分娩全期

に助産師が寄り添い、産後の悩みにも対応し

ています。

救急・災害医療にも積極的に取り組んでお

り、金沢市内の救急搬送、年間発生約2.6万

件のうち、2900件、18％を受け入れ、金沢

医療センターは最多の受け入れ施設になって

います。また、DMAT4隊を有し、東日本大

震災・熊本地震の際、現地へ出動し活動を行

いました。一方、臨床研究部も設置しており、

国立病院機構というネットワークを活かした、

治験を含む臨床研究、EBM研究および多施

設共同研究を推進しています。

教育に関しては、臨床研修部で臨床および

専門研修の管理・指導、また、附属看護学校

では、地域医療に貢献する看護師の養成を

行っています。

国立病院機構の理念「国民一人一人の健康

と我が国医療の向上のため、健全経営のもと

に、懇切丁寧な医療を提供し、より良質な研

究・教育を推進する」の実現・実行に向けて、

病院職員一同、これからも努力を重ねていき

ます。十全同窓会員皆さまのご指導・ご鞭撻

のほどよろしくお願いします。

� （院長　鵜浦　雅志：記）

概 要
独立行政法人 国立病院機構 金沢医療センター

所在地	 石川県金沢市下石引町1番1号

開　設	 平成16年4月（国立病院機構）

病院長	 鵜浦　雅志

病床数	 554床

診療科数	 27

沿 革
明治６年	 金沢衛戌病院として金沢城跡に創設
昭和20年	 厚生省に移管され、国立金沢病院となる
平成16年	 独立行政法人 国立病院機構 金沢医療センター

として移行
平成19年	 地域がん診療連携拠点病院に指定される
平成20年	 地域医療支援病院に指定される
平成23年	 地域周産期母子医療センターに指定される

独立行政法人 国立病院機構 
金 沢 医 療 セ ン タ ー
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高い志を胸に、金沢から世界へ
平成29年10月より金沢大学医薬保健研究

域医学系組織細胞学研究分野の教授に就任致

しました西山正章と申します。十全同窓会会

員のみなさまには、平素より多大なるご支援

をいただき、改めて深謝申し上げます。昨年

は金沢の秋を満喫したのも束の間、記録的な

大雪に見舞われました。北陸の本格的な冬を

初めて体験し、九州とのギャップに大変驚き

ましたが、春の喜びもまた格別なものにな

りました。今年度からは、助教1名、大学院

生3名、医学類生3名が新たに参画しました。

この1年、今までに経験したことのない困難

もありましたが、縁も所縁もない新しい土地

で、新しい人たちと出会い、新しいものを創

り上げていく楽しさを、今まさに実感してお

ります。研究室一丸となって金沢から世界一

流の研究成果を発信し、金沢大学を世界一に

したいと意気込んでおります。現在、私たち

は主に以下の3つのテーマに取り組んでいます。

1. 	自閉スペクトラム症の原因候補遺伝子の

	 機能解析

自閉症はコミュニケーション障害および常

同・反復的な興味・行動を示す発達障害であ

り、その発症メカニズムの解明と治療法の開

発が強く求められています。近年、自閉症患

者の大規模なゲノム解析によってクロマチン

リモデリング因子CHD8が最も有力な自閉

症原因候補遺伝子として同定され、世界中で

大きな反響を呼んでいます。私たちは最近、

ヒト自閉症患者のCHD8変異を再現したモ

デルマウスを作製し行動解析を行ったとこ

ろ、このマウスが自閉症様の行動異常を再現

することを確認しました [Nature 537: 675 

(2016)]。私たちは自閉症の発症時期、責

任部位、責任細胞種を特定すると共に、自閉

症の発症メカニズムを解明し、これらのモデ

ルマウスを用いて新しい疾患治療法の確立を

目指しています。

2. 	クロマチンリモデリングによる老化と

	 がんの制御機構

組織幹細胞の老化はがんや神経変性疾患な

どの加齢関連疾患の発症に深く関与していま

す。最近の知見では、老化した組織幹細胞

の機能を回復させることによって、これら

の疾患を治療できる可能性が示唆されていま

す。私たちは、クロマチンリモデリング因

子CHD8ががん抑制タンパク質p53に結合

し、その機能を抑制することによって発生期

の器官形成に重要な役割を果たしていること

を発見しました[Nature Cell Biol. 11: 172 

(2009)]。私たちはCHD8による老化制御

メカニズムの全貌を解明すると共に、がんや

神経変性疾患などの加齢関連疾患にこのシス

テムがどのように関与しているのかを明らか

にすることによって、「組織幹細胞の若返り

による疾患治療」を目指しています。

3. 	精子形成と男性不妊症のメカニズム解明

日本を含む先進国の15％のカップルが不

妊であり、その原因の半数が男性側にありま

す。男性不妊症の主な原因は精子が作られる

過程（精子形成）の障害ですが、その機序が解

明されたものは多くありません。近年、生殖

補助技術の進歩により、精巣から精子が回収

できれば、顕微授精によって子供を授かるこ

とが可能になりましたが、最終的に挙児を得

る確率は依然低いままです。私たちは最近、

精巣全体を三次元で解析できる新しいツール

を開発し、精巣は均一な器官ではなく、精子

形成能に空間的な「偏り」があることを明らか

にしました。このツールを用いて、精子形成

障害の発症メカニズムを明らかにすることに

よって、自然妊娠を可能にする治療法の確立

を目指しています。

基礎医学は今すぐに人の役に立つようなも

のではありませんが、今日明日のことを考え

ているだけでは100年先の未来を創造する

ことはできないのも事実です。既存の概念に

とらわれず、若手の多様性に寛容であり、高

い志をもって世界のトップレベルで活躍でき

る未来の医学者を育成したいと考えています。

歴史と伝統のあるこの研究室で、新しい時代

を築いていきたいと思っておりますので、今

後ともご指導ご鞭撻を賜りますよう、どうか

よろしくお願い申し上げます。

� （西山　正章：記）

教 室 だ よ り

スタッフ
教　授　西山　正章
講　師　仲田　浩規
助　教　稲生　大輔
山﨑　秀一（技術補佐員）、空　麻
里子（技能補佐員）、野田　昌生（博
士課程4年）、塚本　康寛（博士課
程1年 ）、Kusuma Suphakhong

（博士課程1年）、杉本　惇子（医学
類3年）、田中　雄大（医学類1年）、
中田　卓人（医学類1年）

メ ン バ ー 募 集 ！
私たちのラボは、以下のような3つの欲求に応えるべく、皆さんに最高の楽園を提供したい

と思っています。

　■1. 生命の真理を解き明かしたいという知的好奇心
　■2. 不治の病気を治すという社会への貢献
　■3. 高い志をもつ仲間との出会い

一生を共にする研究と仲間に出会い、自由な発想で新しい世界を創造して、100年先の未来に
夢と希望をもたせる大発見をしましょう！私たちは、基礎医学と臨床医学の架け橋になるよう
な研究を目指しています。出身学部は問いません。明るく元気で爽やかな人たちを募集してい
ます。詳しい研究内容については、ホームページ（http://ana1.w3.kanazawa-u.ac.jp/）をご
覧いただき、興味のある方はいつでもお気軽にご連絡下さい（nishiyam@staff.kanazawa-u.
ac.jp）。

組 織 細 胞 学
（ 旧 解 剖 学 第 一 ）
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診療
診療においては、入院および外来処方せ

んの監査、計数調剤、計量調剤、院内製

剤、抗がん剤およびTPNの無菌調製、医

薬品の安定供給と安全性、有効性、品質の

確保に加え、病棟での入院患者に対する薬

剤管理指導、外来化学療法を受ける患者

への服薬指導、TDM（Therapeutic Drug 

Monitoring & Management)、薬物療法

の効果と副作用のモニタリング、医療従事

者への迅速かつきめ細かな医薬品情報提供

（DI）活動、処方支援にあたっています。さ

らに、特定機能病院の承認要件となってい

る未承認等医薬品の体系的な把握を含め院

内の医薬品安全管理の重要な役割を担うと

ともに、採用医薬品の管理によって病院経

営にも貢献しています。また、先端医療開

発センターでも薬剤師がCRC業務を行って

います。臨床研究は法律や指針等を遵守し

適正に実施する必要があります。様々な職

種と協力して、それらが倫理的、科学的か

つ円滑に行われるよう支援を行っています。

教育
講義としては、医学類3年次の｢臨床薬理

学｣で医薬品の適正使用に必要な薬物体内動

態の基礎と病態時の個人間変動、薬物相互

作用、遺伝子多型を考慮した個別薬物療法

について、また、医療安全、医療倫理、臨

床試験に関する講義、さらには薬害被害者

やその家族、弁護士等による特別講演なら

びに講義内容を踏まえたアクティブラーニ

ング型授業を実施しています。また6年次

「総括講義」や医薬保健学総合研究科医学専

攻の「医薬情報統御学特論」も担当していま

す。臨床教育としては「薬剤部臨床実習」を

担当しており、医薬品安全管理とリスクマ

ネジメント、調剤業務、製剤業務、治験薬

管理業務、薬剤管理指導業務、TDMを現場

にて体験するとともにNPO HEARTアカン

サス薬局の協力で地域保険薬局での業務体

験を実施しています。

研究
より安全で有効性の高い個別薬剤療法の

実現のために、製剤特性、病態、併用薬物、

薬物トランスポーターや代謝酵素など、治

療効果と安全性に影響を及ぼす個人間およ

び個人内の要因を解明するとともに、すべ

ての世代の人々が安心できて持続可能な

2040年の地域医療モデルを確立するために、

個別薬剤療法確立のための分子薬物動態学

的研究や副作用回避のための臨床薬物動態

学的研究など、基礎と臨床両面での研究と

フィールドワークに取り組んでいます。

最近の主な研究成果は以下の通りです。

1.	 Co n t r i b u t i o n  o f  e q u i l i b ra t i v e 

nucleoside transporters 1 and 2 to 

gemcitabine uptake in pancreatic 

cancer cells. Biopharm Drug Dispos 

39:256-264(2018)

2.	 Effect of coadministration of rifampicin 

on the pharmacokinetics of linezolid: 

clinical and animal studies. J Pharm 

Health Care Sci 4:27(2018)

3.	 D r u g  i n t e r a c t i o n  b e t w e e n 

methotrexate and salazosulfapyridine 

in Japanese patients with rheumatoid 

arthritis. J Pharm Health Care Sci 

3:7(2017)

4.	 Effect of obesity on the transdermal 

absorption of fentanyl. Pharmaceutical 

S c i e n c e s  W o r l d  C o n g r e s s  2 0 1 7 

(2017.5.22-23, Stockholm)

5.	 進行膵がん患者に対するFOLFILINOX

療法施行時におけるコリン様症状の発

現状況とリスク因子の探索．医療薬学 

44(8):403-409(2018)

6.	 ランソプラゾールOD錠とレボフロキ

サシン錠同時懸濁時における凝集物生

成の原因と対策．医療薬学 43(1):26-

33(2017)

おわりに
新体制として約5年、医療の高度化も相

まって薬剤師の業務範囲が拡大し多岐にわ

たるようになりましたが、北陸の拠点病院

としてさらなる薬剤業務の発展と、それを

担う優れた人材の育成に頑張っています。

今後も薬物療法の安全性と有効性の確保と

患者QOLの向上のために臨床、教育、研究、

社会貢献に取り組んでいきたいと思います。

十全同窓会の諸先生方には一層のご指導ご

鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

� (崔　　吉道：記)

　

スタッフ
教　授　　崔　　吉道
准教授　　嶋田　　努
准教授　　長瀬　克彦
特任助教　赤下　　学
大学院生(博士)９名、(修士)１名、
薬学類生12名
薬剤部職員　薬剤師57名、技術補
佐員等6名

研 究 分 野 の 沿 革
薬剤部は、本院開設時(1867年)に薬局として設置され、2017年は創基150年の節目の年

であった。教室の始まりは1986年、故山名月中初代教授の時代で、薬学部4年生1名、大学

院薬学研究科修士1名が配属された。その後、故市村藤雄第二代教授時代に大学院自然科学研

究科生命薬学専攻と医療薬学専攻が設立され、宮本謙一第三代教授就任後、医学部大学院の

部局化により医学系研究科循環医科学専攻医薬情報統御学講座が誕生した。2014年に崔 吉道

第四代教授（19代薬剤部長）が就任して研究分野名を臨床薬理動態学として現在に至る。

臨 床 薬 理 動 態 学
（ 薬 剤 部 ）



支 部 だ よ り

愛 知 県 支 部

このところ大病を患ったり、またロータ

リーの国際奉仕（東南アジア）への参加等で、

同窓会を御無沙汰していましたが、しばらく

ぶりに第32回愛知十全同窓会に参加しまし

た。

時間に遅れ、近況報告の小森貴先生のお話

が始まる時で、いつもなら私の席は第2テー

ブル席なのに、この日は主賓の方の第1テー

ブル席で、しかも乾杯担当の荻野先生の隣席。

いつの間にか上が少ない年長に、本当に驚き

ました。後で宗、曽我両先生が都合により欠

席されたことを知り、その間の事情がわかり

ました。

それが縁となり、それまでお話ししたこと

がなかった荻野先生とお話しすることができ、

お陰で先生から日頃の生活の処し方の多くを

お聞きし、有意義な時間を過ごさせていただ

きました。

そのお話の中で、愛知医報の久屋句会の俳

句で、宗、荻野両先生と御一緒で、両先生が

母校の先輩であることを初めて知り、存じ上

げなかったこと、誠に失礼致しました。

普段同期の方や同じテーブル内での会話だ

けでしたので、もっと先輩や後輩の距離を短

く、縦横広く、折角の機会を生かし、交流し

なければと思いました。小森貴先生は母校の

現状報告を細かく話してくださり、更にいつ

も往診される舳倉島の話も大変興味深く拝聴

しました。

毎年変わりゆく母校の同窓会を、本部の十

全同窓会の先生方がお話しくださることは、

我々同窓生にとり、金沢や母校を一層身近に

感じるとともに母校が発展していることも実

感でき、嬉しい限りです。

学術講演では、今年は愛知医科大学・内科

学講座の血液内科教授の高見昭良先生が、演

題「血液診療のプライマリ・ケア」について話

されました。本当に素晴らしい講演で、こう

した方が東海、愛知の大学の教授として来ら

れることは我々卒業生としてこの上もない名

誉なことです。今までに名古屋大学医学部解

剖の酒井先生、同大医学部眼科の寺崎先生や

名市大医学部放射線科の大場先生等がお見え

になりましたし、他の分野として、大樋焼の

大樋氏や明治村建造物担当部長の西尾氏等、

金沢にご縁のある多くの方の講演が思い出さ

れます。　　　　

こうした愛知十全同窓会の歴史も、小林

良彦氏の記載では昭和32年頃より、有志の

方々が年に数回集まり、しばらく途絶えてい

たのが、本部十全同窓会の要請で、先輩、若

手の先生方数人が集まり、会議の末、昭和

62年10月17日（土）規約を定め、名古屋国

際ホテルで、第１回の金沢大学医学部十全同

窓会愛知県支部が発足。それが月日の経つの

は早いもので、今年で第32回を迎えました。

もうそんなにという感がします。

「十全」の言葉については、会報で西田先生

が、〈十全は中国の周代（紀元前1200年−紀

元前256年）の官制を記した周礼の中に『医

は十全を以て上と為す』と記載され、東大名

誉教授沖中先生も十全は医者の本質を指し示

す様に思えると述べてみえる。私も十全とい

う言葉は類い稀な立派な言葉と思う。その言

葉を同窓会につけたのは四高の漢文の村上先

生です〉と書かれています。

愛知十全同窓会がこの様に長く続いて来ら

れたのは係の方や全会員の御努力の賜物で、

これからもますます発展してゆくことを願っ

ています。

� （横田　徳久：記）
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関 東 地 区 拡 大 支 部

平成24年から定例会場となっている明治

記念館において、平成30年も十全同窓会関

東地区拡大支部合同総会が8月4日に開催さ

れたので報告する。毎年、この時期は台風だ

の猛暑だのと大変な１週間なのだが、本年は

気温40度を超すかどうかという酷暑だった。

2年後の2020年は東京オリンピック開催時

期とバッティングすることも、これから考慮

していかねばならない。

さて、本年の同会は、明治記念館において、

8月4日（第1土曜日）の午後5時から開催さ

れた。酷暑の中、43名の会員が参加した。

ここで、本会世話人会のメンバーを記載し

ておく。神奈川県、埼玉県、千葉県、茨城県、

そして東京の各支部長ないし副支部長と幹事

からなる。神奈川県支部長は、本年から島利

夫先生から若杉内科クリニックの若杉春枝先

生に交代、同様に埼玉県支部長瀬戸幹人先生

から久慈一英先生に交代した。千葉県支部長

はそのまま生水真紀夫先生、副支部長高橋敬

一先生、茨城県支部長もそのまま諸岡信裕先

生、東京支部長は内潟安子、副支部長林同文、

三浦順之助である。幹事は、変わらず平松慶

博先生、田上恵先生、井田雅祥先生である。

6月2日の世話人会において、本年の講演を

埼玉県支部の大村健二先生にお願いすること

に満場一致で決定された。

開会のご挨拶を、霞ヶ関での会議が長引い

て間に合わなかった茨城県支部長諸岡先生か

ら急遽交代して内潟が挨拶をし、新神奈川県

支部長になられた若杉先生に乾杯のご発声を

いただいた。猛暑のため、脱水を予防して、

まずはのどを潤して、講演を拝聴することと

した。

中村信一十全同窓会会長の本部からの近況

報告は、卒業式や学位記伝達式における十全

同窓会の位置づけが重くなったこと、がん研

究に威力を発揮している金沢大学ナノ生命科

学研究所の紹介、本年の国家試験合格率、卒

業後の進路のこと、十全同窓会総会の新役員

のこと、大学運営体制、第三期中期計画目標

のこと特に世界最高水準の教育研究拠点型の

大学の機能強化、研究域の主な出来事や、金

沢大学で推進されている

国家的事業、スーパー予

防医学に関する３大学共

同大学院の設置、ＷＨＯ

コラボレーティングセン

ターのこと、超然プロ

ジェクト、先魁プロジェ

クト、そして、宝キャン

パスのこと、外国人留学

生がどんどん増加してい

ることなどが紹介された。

近未来の金沢大学医学部

に大きなわくわくした目標があることが全員

に伝わったと思う。

中村信一会長の近況報告の後は、本年は、

昭和55年卒の上尾中央総合病院栄養サポー

トセンター長大村健二先生にご講演をお願

いした。タイトルは、「100歳まで元気を目

指す食～都市伝説に惑わされないように～」。

先生は、金沢大学第1外科に入局後消化器外

科を専攻し、外科医の立場から栄養学を究め、

がん患者の栄養管理、褥瘡と栄養管理、高齢

者の栄養管理、リハビリテーション栄養の著

書を数多くまとめておられる。

栄養のこと、食べ物のことについて、新聞、

テレビで、目や耳にしないことは１日たりと

もない。しかし、そこに、まことしやかな都

市伝説がはびこっている。野菜は体にいいと

か、糖質や脂質はたくさん食べてはだめとか、

栄養を取るとがんが大きくなるとか、野菜を

たくさん摂るとがんの進行を防ぐことができ

るなどなど。これらの都市伝説ひとつひとつ

を見事に科学的に正論をもって論破されたの

であった。

金沢大学の前身である金沢医科大学生化学

初代教授須藤憲三先生が命名された「栄養」。

今日ほど、栄養学の大事さが叫ばれることが

ないのではないか。高齢化時代に突入して、

サルコペニア、フレイルという言葉が日常化

するほど、わが身の骨格筋を維持していくに

は、だれも栄養をないがしろにできないので

ある。

懇親会では、全員から近況を報告いただい

た。例年、埼玉支部前会長瀬戸先生のギター

に合わせて四校寮歌を斉唱していたが、瀬戸

先生の出席が叶わないので、東京都支部の副

支部長三浦順之助先生と女子医大勤務の先生

らとの弦楽四重奏による音楽を堪能した。四

校寮歌もいいのであるが、生クラシックもい

いものであった。

来年も、8月第1土曜日、明治記念館、午

後5時からである。ぜひ、多くの会員に参集

をお願いしたい。

なお、本年の写真も東京都支部会員谷口誠

先生の腕による力作である。

� （内潟　安子：記）

　

栄養の命名

� 須藤 憲三 先生
� （1872 - 1934）

「栄養」という字は須藤先生の提唱によるものです。「”営む”のではなく，”養
い栄えさせる”のが栄養学の目標」とおっしゃっていました。須藤先生が森鴎
外や尾崎行雄先生などの支持を得て今日の栄養に改められたのです。

(田中　静雄，竹田　亮祐. Diabetes J. 8, 101-7, 1978)
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支 部 だ よ り

静 岡 支 部

今年の十全同窓会静岡支部総会は、10月

13日静岡市のホテルセンチュリー静岡で開

催された。10月の第2土曜日という学会等

と重なる日であったが、静岡県東部、中部、

西部から計16名の会員の先生方にご参加い

ただいた。本部からは消化器・腫瘍・再生外

科学教授の太田哲生教授にご来静いただき盛

況のうちに会を終えることができた。太田教

授は昭和54年卒業であり、当番幹事の小生

や西部地区の神谷先生、また当日急きょ参加

してくれた現在は大阪ご勤務の諏訪先生と

54年卒業の同期が揃い、懐かしい思い出に

浸ることができた。

支部長の佐野勉先生からのご挨拶により開

会し、引き続き太田教授には金沢大学附属病

院・医学類の近況報告と最新のがん免疫治療

の話題をご講演いただいた。年々発展してい

く母校の現状と本年のノーベル医学生理学賞

受賞で話題になった本庶佑先生にも関連した

がん免疫治療の進歩についてお話いただき、

最近の医学の進歩に驚きながらも興味深いご

講演を拝聴できた。

講演後は懇親会に移行し、恒例の会員ス

ピーチを交え親睦を深めることができ、その

後の二次会へも教授をはじめ多くの先生方に

ご参加いただき、盛会裏に会を終えることが

できた。

来年は中部の石神直之先生の幹事で静岡市

にて開催される予定である。

当日の出席者：太田哲生教授、以下、敬

称略（卒業年）。佐野勉（昭和44年卒業）、佐

野三枝子（昭和44年卒業）、土屋和弘（昭和44

年卒業）、岡井高（昭和52年卒業）、東茂樹（昭

和52年卒業）、藤木明（昭和52年卒業）、石神

直之（昭和53年卒業）、加藤政利（昭和54年卒

業）、神谷純（昭和54年卒業）、諏訪秀幸（昭和

54年卒業）、梅原靖彦（昭和58年卒業）、大場

範之（昭和58年卒業）、小山澄美子（昭和58年

卒業）、富松功光（昭和58年卒業）、坂東悦郎

（平成4年卒業）、内田律子（平成9年卒業）

� （加藤　政利：記）

ボ ス ト ン 支 部

Bostonの短い夏も終わりを告げる9月、広

瀬竜夫支部長のもと、Boston支部会を開催

しました。Dana-Farber Cancer Institute

より中河先生、新入会の星居先生、 Joslin 

Diabetes Center よ り 原 島 先 生、 新 入

会の井川先生、 Brigham and Women’s 

Hospitalより寺本先生、岩田、 University 

of Massachusettsより新入会のHan先生

が集いました。また、元支部会員の血管分子

生物学（旧生化学第二）の山本靖彦教授と、保

健学科浅田先生、北川さん、鈴木君にも参加

いただきました。

それぞれの立場から、いろいろな話題があ

り、とても有意義な会となりました。おいし

い料理と尽きない話で、あっという間に2時

間が過ぎました。Bostonで金沢大学関係者

が集える機会に感謝しつつ、閉会となりま

した。

支部会を開くにあたり、同窓会より補助い

ただきましたこと感謝申し上げます。

� (岩田　恭宜：記)

12



平成30年10月27日（土）、福島駅近くの

ホテル辰巳屋で、福島県と山形県合同の十全

同窓会が初めて開催されました。

2年前に金沢で開催された十全同窓会総会

で初めて福島県支部長の竹田洋介先生とお会

いし、合同の同窓会をやってみましょうと話

しあいました。お互いの同窓会員に諮って同

意を得て、今年4月頃からメールを交換しな

がら場所と開催日を決め、ゲストには、中村

同窓会長のご都合がつかず、竹田先生と同級

の竹村博文教授（先進総合外科）をご招待する

ことになりました。当日の参加者は福島県か

ら6名、山形県から4名、竹村教授を入れて

計11名でした。

竹田先生の司会で、支部長の挨拶があり、

その後竹村教授から整備が完了した医学部、

病院の様子をスライドで示しながら説明して

頂き、さらに「心カテーテルによる大動脈弁

置換術の進歩」について講演していただきま

した。内視鏡やカテーテルによる手術の発達

で患者さんの負担が軽減され、回復も早いの

に感銘を受けました。

引き続き、福島県の各会員、山形県の各会

員の順で自己紹介がありました。福島県立医

科大学のリハビリテーション科の大井教授、

耳鼻咽喉科の室野教授の自己紹介があり、大

井先生は埼玉医科大学から、室野先生は直接

金沢大学の耳鼻咽喉科から赴任されたとお話

がありました。山形の池田利史先生が自己紹

介をしている時、大井教授が、あの「伝説」の

池田先生ですか！と叫び、皆何が「伝説」なの

か分からず、医学部の野球部では池田先生の

活躍が「伝説」として伝わっていると説明され、

私も初めて聞く話でびっくりでした。

福島医科大の名誉教授、福島匡昭先生に

30年くらい前に山形支部の総会に来ていた

だいたことや、11名の集まりだと一人一人

の話がよく聴こえて昔の話で盛り上がりまし

た。新しい出会いは思いがけないエピソード

を掘り起こします。同窓会がお開きとなり、

山形組はタクシーで高湯温泉の安達旅館に戻

り、二次会を開きました。石橋先生持参の赤

ワインをいただき、温泉の硫黄の香りにつつ

まれてお休みしました。

翌日、竹村教授と竹田先生は石橋先生の紹

介で米沢に行き、美味しい米沢牛のステーキ

とワインを堪能したそうです。福島県支部の

先生方、竹村教授、楽しい同窓会を一緒にし

ていただきありがとうございました。今度は

山形に来ていただき、合同同窓会を開催する

のを楽しみにしております。

出席者

金沢大学医学部：竹村博文（昭和60年卒業）

福島県：福島匡昭（昭和34年卒業）、斉藤光正

（昭和40年卒業）、大井直往(昭和57年卒業)、

竹田洋介（昭和60年卒業）、室野重之（平成4

年卒業）、尾形洋平（平成26年卒業）

山形県：石原融（昭和46年卒業）、森谷直樹（昭

和47年卒業）、池田利史（昭和50年卒業）、石

橋正道（昭和61年卒業）

� （森谷　直樹：記）

福 島 県・ 山 形 県
合 同 支 部

　

京 都 支 部

平 成30年10月27日（ 土 ）に、 昨 年 同 様、

京都ホテル・オークラ『桃李』で平成30年度

金沢大学医学部十全同窓会京都支部総会が開

催されました。昨年は中村信一同窓会長をお

招きして盛大な会でしたが、今年は夫婦同伴

3組を合わせて11人の出席でした。

昭38年卒の松本由朗先生は今も悠々自適

で池波正太郎を3度も読み返し、近くを散歩

したりとお元気です。昭41年卒の若泉悟先

生は診療所を息子さんに譲って手伝いをしな

がらゴルフ三昧です。昭53年卒の小野聡先

生は十数年間幹事役を引き受けていてもらっ

ています。小野先生がおられなければ京都支

部は持ちません。ワイン好きは今も続いてい

て一家言を持っておられます。射撃が以前か

らの趣味で、20年のオリンピックではドー

ピングのお仕事で奉仕されます。奥様も金大

文学部出身で一緒にお世話くださっています。

言語聴覚士をしておられ、難聴の患者さんの

相談にのっておられます。うちの家内も小野

先生に診てもらって奥様にアドバイスをいた

だき補聴器をつけてよく聞こえるようになり

ました。同学年の辻和夫先生も幹事に加わっ

てもらっています。アイデアマンです。診療

を週3回にして、あとは琵琶湖のほか瀬戸内

海の島々をヨットで訪ね歩き、小さな島を訪

れた時に見つけられた真っ赤な鮮やかに光っ

た唐辛子を出席者に配ってくれました。どの

料理に使おうかと家内と楽しみにしています。

昭49年卒の桑原正喜先生は京都府南部の岡

本記念病院で呼吸器外科を立ち上げられ、今
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支 部 だ よ り

岡 山 支 部

平成30年度金沢大学十全同窓会岡山支部

会が12月1日（土）、メルパルク岡山におい

て開催されました。

岡山支部では毎年この時期に同窓会を開催

させていただいております。今回はほぼ毎年

出席されている常連の先生方ばかりで、初参

加の先生はおられませんでした。参加者は

卒業年度順に昭和51年卒業　寺沢明夫先生、

平成8年卒業　浅海浩二（筆者　岡山支部長）、

平成9年卒業　高木徹先生、平成11年卒業　

西川敏雄先生、平成12年卒業　梅原憲史先

生、平成12年卒業　門田弘明先生、平成12

年卒業　横溝智先生、平成13年卒業　杉山

成史先生の8名でした。

美味しいお酒と料理をいた

だきながら、学生時代に戻っ

たように金沢での懐かしい話

で盛り上がり、あっという間

に時間が過ぎていきました。

また来年もお会いできるこ

とを約束して、会を終了させ

ていただきました。

今回も幹事の杉山先生に大

変お世話になり無事に会を終

えることができました。来年

度は早めに声をかけて参加者

を増やし、金沢から遠く離れ

た岡山での金沢大学出身者の繋がりを深めて

まいりたいと思います。

� （浅海　浩二：記）

は後輩の指導にあたっておられます。肺がん

患者を次々と発見され、手術のほかに遺伝子

解析で適切な抗がん剤が選択でき、治療効果

が上がってきて長期予後が3－4年に延びて

きたと言っておられました。また昨年の中村

信一先生の腸内細菌の講演の後、興味を持た

れ腸内細菌の魅力を語っておられました。ま

た、今まで世話をしてもらった奥さんに少し

は報いたいと思うがあと数年は今の仕事をし

なくてはならないと言っておられました。心

根の優しい先生です。僕も少しは見習わなく

ちゃと思いました。昭和56年卒業の粟野菊

雄先生が久方ぶりの出席でした。京大農学部

卒業後大学院を終えてから医学部に入学され

ました。学生時代は山岳部で剱岳など数々の

山に登った話を辻先生と懐かしく語り合って

おられました。昭和57年卒業の今井博之先

生は小野先生と一緒に幹事を手伝ってもらっ

ています。小児科で子供の診察の合間にイン

フルエンザワクチン接種が入り大変だと悲鳴

を上げておられました。この秋の台風で停電

騒ぎがあり、ワクチンの管理に苦労したと

言っておられました。平成元年卒業の阪上順

一先生は初めての参加で待っていたのですが、

急用で来られなくなってしまいました。来年

は参加してくださる予定です。京都府立医大

の消化器内科で膵臓を専門にしておられます。

僕も患者さんがお世話になっています。松本

君と同じ昭和38年卒業の僕、八田一郎は今

年６月に、パリに住む知人に誘われて、クロ

アチア・ドブロヴニクで開かれた小さなフェ

スティバル（テーマは「日の出づる国」）に、昨

年描いた「僕のお地蔵さん」の25号の油絵を

もって出品してきました。機内での運搬が不

安でしたが無事持っていくことができました。

ドブロヴニクはアドリア海の真珠と言われて

いて世界遺産に登録されています。

話がはずんで楽しくて、うっかり記念写真

を撮るのを忘れてしまいました、すみません。

後日、少し会員の消息を尋ねました。昭和

24年医専卒業の青木昭先生は足腰が弱って

きて外出は減ったが囲碁は続けているとお

元気な声でした。昭和24年卒業中村晋先生

は平地は歩けるが階段が苦労すると週1回リ

ハビリを受けておられますが、日本医師会雑

誌の毎月の特集のテーマの論文を読み、後の

問題集に解答して投稿しておられます。すご

いです。昭和34年卒業の加納昭子先生は「す

べて娘に頼って、友達や娘と出かけていま

す」と明るいお元気なお声で答えてください

ました。昭和35年卒業の松山均先生は足腰

が弱って奥さんに支えてもらって俳句の会に

出ておられます。息子さんの平成4年卒業の

徹先生はお父さんの後を引き継いで福知山の

人々のために活躍しておられます。昭和58

年卒業の三木秀樹先生は宇治おうばく病院の

院長として重責を担っておられます。お元気

なお声でした。

追伸：来年は関西支部総会が京都支部の主

催で開催されます。みんなで京都円山公園の

花見を楽しもうと企画し、3月31日（日）にす

ぐそばの長楽館で開催されます。長楽館は、

明治の煙草王と呼ばれた実業家村井吉兵衛に

より国内外の賓客ををもてなすための迎賓館

として建てられたもので京都市有形文化財に

指定されています。一人でも多くの先生方に

出席していただきたいと準備を進めています。

どうぞご出席くださいますよう、よろしくお

願い致します。

� （八田　一郎：記）
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昭和35年3月に卒業した我々は、昭和37

年12月に、当時母校の泌尿器科に入局して

いた稲葉君等3名が幹事を務めて、金沢市片

町の「味苑」で、クラス会を開いて以来、ほぼ

毎年、北陸3県の各地をはじめ、当番幹事の

居住地に会場を設営して、名称を「さんご会」

と称えて、年に１度の会合を続けてきた。

本会報にも折々の幹事諸兄が、レポートを

掲載してきたが、平成26年には名古屋市在

住の横田君が「十全昔話」に詳細な記事を寄稿

している。

平成27年の会合の際には、十全同窓会長

だった佐藤君の案内で、全面改築された母校

の諸施設を見学し、十全記念館で往時を偲ん

だ。

会員が後期高齢者となった頃から、徐々に

会員の訃報が増えてきていたが、今年、55回

の当番幹事で「東京湾クルーズ」を企画してく

れていた畑尾君が急逝したため、「さんご会」

は会場を富山市の「リバーリトリート雅楽倶」

に変更して、10月7日に布谷君以下、富山県

内在住者が幹事を務めて開催の運びとなった。

台風25号の影響で、富山県内では6日夕

方に、北陸新幹線・JRが計画運休したので、

参加者が無事に到着できるかと心配したが、

幸い当日は交通に支障なく、「第55回さんご

会」は定刻通りに開催された。

今回は豊橋市在住の塩之谷君が、24号台

風で診療所が被災したため欠席した他、3名

が体調不良等の理由で参加できず、本人17

名、同伴者10名の27名で開宴した。

塩之谷君は、この会のために、学生時代に

自身で撮影した8mm映画をCDに再編集し

て送付してくれていたので、布谷君がこれを

会場で映写して、昭和34年当時の学生生活

を偲んだ。また自身が昭和51年に蒲郡市で

幹事を務めた際の写真をアルバムにまとめて

会員に配布してくれたが、当時の出席者の5

割はすでに鬼籍に入っていた。

以前は総会の翌日に、ゴルフコンペと観光

が用意されて、同伴者ともども楽しんでいた

が、今回は割愛されて、次回は卒後60年に

当たる2020年（改元2年）に石川県在住者が

幹事となって開催されることが決まり、午後

9時に散会となった。

出席者：内山、風間、河田、北川夫妻、熊

谷愛、熊谷武、佐藤夫妻、蘇原、篁夫妻、筑

田夫妻、中島夫妻、布谷夫妻、野田、半田夫

妻、松原夫妻、山崎夫妻、横山夫妻

� （熊谷　武夫：記）

さ ん ご 会

平成30年9月22日、オークス・カナルパー

クホテル富山にて開催いたしました。出席者

は夫婦同伴12組、単身が10人、合計34人。

開宴に先立ち、物故された山崎義亀与君の

ご冥福を祈り、黙とうを捧げました。

懇親会は土田豊幹事の挨拶の後、飯泉修君

の乾杯の発声で始まりました。座が和んだ頃

より恒例の各自の近況報告に入り、さらに座

が乱れると共に皆さん学生時代にかえり、楽

しい思い出話に花が咲きました。

三八会は昭和38年に卒業して以来毎年開

催し、今回で55回を数えます。次回は来年、

石崎宏君を中心に金沢にて行われます。

翌日9月23日の観光ツアー富岩クルーズ

は福田孜幹事の引率のもと執り行われました。

天候にも恵まれ、中島閘門を経て岩瀬浜まで

約1時間の船旅を満喫。体力に余裕のある方

は岩瀬市街や北前船廻船問屋「森家」の観光も

楽しみました。

昼食は「松月」にて富山湾の幸シロエビを中

心とした和食を賞味。

「松月」よりバスにてカナルパークホテルに

戻り、来年の再開を期して散会。

� （青木　周一：記）

三 八 会

ク ラ ス 会 　
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ク ラ ス 会

昭和42年進学生同窓会（天孫会）を、平成

30年10月13日富山市のANAクラウンプラ

ザホテル富山で2年ぶりに開催しました。私

たちは昭和45年から46年にかけての学園紛

争、ストライキの影響で卒業時期が分散した

ため、昭和42年進学生としてまとまり同窓

会を開いています。天孫会の名付け親は細菌

学の故西田尚紀先生で、気分の盛り上がり、

緊張を意味するテンションをも

じって付けていただきました。

今回は同窓生35名、ご夫人同

伴7名で計42名出席の天孫会に

なりました。榎戸さんの司会で始

まり、飯田が開会の挨拶をした後、

物故者16名を偲んで黙祷をしま

した。続いて最も遠方の沖縄県う

るま市から参加した喜屋武君の音

頭で乾杯し、宴会が始まりまし

た。開宴後間もなく、宮森君の奥

さんのピアノ伴奏で薬袋君のカン

ツォーネ独唱があり、アンコールで「千の風

になって」も唱ってくれ大変盛り上がりまし

た。その後、能登君が撮った金沢大学附属病

院と医学部の最近の映像、学生時代の写真や

過去の同窓会の懐かしい写真などのスライド

ショーがありました。幹事の嶋尾君と小関君

が持参してくれた「勝駒」や「羽根屋」の大吟醸

など富山の銘酒を味わいながら、各テーブル

で会話が弾みました。40年以上会っていな

かった友人達が、誘いに応じて富山に来てく

れ嬉しかったです。　

宴もたけなわとなったところで、全員が

各自1分間のスピーチで近況を報告しました。

欠席者の数人は体調がすぐれないとの連絡が

ありましたが、出席者は皆元気で、70歳を

過ぎても現役として診療に従事している人が

ほとんどでした。なかでも服部君は、現役の

研究者として米国ボストンと京都医療セン

ターで糖尿病性腎症の研究を継続し、成果を

上げているとのことでした。

あっという間に2時間余りが経ち、岡田君

が閉会の挨拶、一本締めをし、記念の集合写

真撮影後、一次会をお開きにしました。次回

は福井県の同級生に幹事をお願いし、2年後

に開催の予定となりました。その後二次会に

場所を変えて、夜遅くまで旧交を温めること

ができ楽しいひと時でした。

� （飯田　博行：記）

天 孫 会
（ 昭 和 4 2 年 進 学 生 ）

平成30年6月16日（土）、卒後50周年記念

同窓会をホテル日航金沢にて開催しました。

卒業生78名中物故者は15名。参加者は45

名（夫人同伴は3名）。

開会に先立ち、前回の富山での同窓会以降

に亡くなった3名に黙祷を捧げた。

学園紛争にて卒業式のなかった学年である。

会は幹事の佐藤隆君による卒業前の大学側と

の交渉の経緯の話から始まった。

高島茂樹君の音頭にて乾杯のあと、最遠隔

地（福岡）から出席の荒木富士夫君の司会に

て1分間スピーチが行われた。前もって「金

沢大学医学部卒後50周年記念誌」が編集さ

れ、1カ月前に配布されていたので、「あんた、

誰け？」は少なく、学生時代に戻った感覚で、

“〇〇君”と呼び合って楽しい時間を過ごす

ことができた。

同級生には金沢大学学長、金沢医科大学理

事長のほか、金沢大学、富山大学、福井大学、

四 三 同 窓 会
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平成30年9月23日（日）、3連休の中日に

卒業後初めての同窓会が金沢で開催されまし

た。同窓会に先立ち、すっかり新しくなった

宝町キャンパスのキャンパスツアーが快晴の

もと行われました。野村（英樹）君のガイドの

もと、16名の同級生が参加し、懐かしいキャ

ンパスを散策しました。大きく変わったキャ

ンパスの中に、わずかに変わっていないとこ

ろを見つけ出して懐かしく思ったり、医学教

育が大きく変わっていながら、昔ながらの学

生気質があるなど話題が尽きませんでした。

滝野君、高畠君の野球部コンビの司会では

じまり、鬼籍に入った同級生に黙祷を捧げま

した。懐かしい、在りし日の姿をスライドで

映しながら、心からのご冥福をお祈りしまし

た。昭和63年3月に卒業した後、あっという

間にすぎた30年間を56名の参加者で共有し

ました。

同窓会には、金沢大学十全同窓会会長の中

村信一前金沢大学学長にもご臨席をいただき

ました。そして、冒頭に温かいお言葉をかけ

ていただきました。昭和最後の卒業生であり、

また平成最後の年に卒業以来30年ぶりの同

窓会となり、メモリアルな会であるとお話し

いただきました。当時、微生物学の助教授で

あり、講義、実習の思い出話に花が咲きまし

た。今回の幹事のリーダーを務めてくれた田

口君が久しぶりの再会への思いを語り、久

闊を叙する雰囲気が盛り上がっていきました。

スライド化した卒業写真をみて、まずこの

30年間の自分自身の変貌に今更ながら驚き

の声が上がりました。キャンパスツアーに参

加できなかった同級生もいることから、新た

な医学類、附属病院のスライドも見ながら乾

杯となりました。会が始まった直後から、食

事もそこそこに、あちこちで同級生の輪がで

き、一気に懐かしい学生時代にクロックバッ

クしました。

遠く岩手から参加してくれた小山田君のス

ピーチを皮切りに、司会の2人からランダム

に指名された同級生から次々に楽しい近況報

告がなされました。集合写真の撮影も和やか

な雰囲気で行われました。田口君の総まとめ、

野村君のキャンパスツアー、柴田君、荒木英

雄君、高橋君、和田の受付と会計、滝野君、

高畠君の司会、と幹事の間でもうまく連携が

取れたと思います。次回の幹事は篁君、土谷

君、竹内君、伏田（池田）さん、瀬戸君、花岡

君、高田君、山上君と決まりました。W杯

にちなんだ4年後に、元気に笑顔で再会する

ことを誓いました。

引き続き、同じホテル内で二次会が開かれ

ました。予想をはるかに上回る参加があり、

少し手狭だったのはうれしい悲鳴でした。翌

日にはゴルフコンペも企画されました。さら

に宴席は盛り上がり、三次会へと河岸を変え、

夜がふけるとともに三々五々解散となりまし

た。半数もの同級生が集まってくれた賑やか

で楽しく、充実した同窓会でした。

� （和田　隆志：記）

昭 和 6 3 年 卒 業 生
同 窓 会

奈良医科大学の教授、多くの助教授経験者が

いる。また、金沢市医師会長、平塚市医師会

長など医師会役員経験者、イタイイタイ病資

料館長などの施設長経験者、珠洲市総合病院

で40年にわたりへき地医療を支えてきた波佐

谷兼綱君をはじめとした地域医療に貢献して

いる者など、多彩な領域で足跡を残していた。

多くのものがこの歳になっても仕事を持っ

ており、教育を受けさせてくれた金沢大学医

学部に感謝すると共に、素晴らしい仲間を

持ったことを誇りに思った。

締めは島田公雄君の音頭により、「北の都」

を声張り上げて合唱し、健康を保持して5年

後に福井で再会することを願って散会した。

追・翌6月17日は医学部事務局の方の配

慮にて、医学部と病院の一部を案内していた

だいた。ありがとうございました。

出席者

前列左より・佐藤清、岡村利勝、高島茂樹、

中村信一、石田美江（酒井）、石田東生、三宅

隆、土肥和紘、室谷静雄（五十嵐）、清光義則、

二列目・三宅隆夫人、飛見昭子（平田）、河

合克弘、島田公雄、杉野実、本多幸博、森厚

文、羽場勝彦、渡部秀人、鏡森定信、今井武

司、三列目・武川慶孝夫人、武川慶孝、木下

勝、佐藤隆、久保田紀彦、花岡卓二、中村

忍、西村功（本谷）、舟津敏朗夫人、今井武司

夫人、四列目・二宮立三、波佐谷兼綱、丹後

正紘、山口昌夫、山内雅博、竹越靖夫、清水

巍、小野江信介、舟津敏朗、四列目・年澄徹、

生垣正、伊藤忠弘、荒木富士夫、尾山淳

� （尾山　　淳：記）
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国際病院連盟で2015年に創設された国際

病院連盟賞は2018年版は春に公募された。

リーダーシップとマネジメント、患者安全、

病院の社会的責任の3部門で募集され、総数

160（33か国118組織）の応募があった。こ

の中から審査の結果、3部門での賞に加えて、

その上位として大賞のファイナリスト6が7

月に発表され、10月10～12日に豪州ブリス

ベンで開催された第42回世界病院学会の初

日に、会場で賞の発表と授賞式が行われた。

恵寿総合病院からは私が出席、特別賞を受賞

し、国際病院連盟会長から表彰状の授与がな

された。

受賞内容は、Keiju Integrated Healthcare 

Service－Cooperation of Integrated 

Health Records and Human interface－で、

私たちが能登地域で進める医療～介護のすべ

てのサービスの記録を統合

した電子カルテ情報とその

情報へ患者・利用者、職員

が容易にアクセスするため

のコールセンターシステムの仕組みだ。

患者・利用者は問い合わせばかりではなく、

診療や介護サービス、あるいは送迎サービス

などの予約やキャンセルが可能だ。また、職

員は声や手書き記録の電子カルテへの代行入

力をコールセンターに依頼することができる。

今回の受賞は、世界一の高齢化国日本の中

でも、さらに高齢化が進んだ能登だからこそ医

療～介護情報の統合システムが必要で、しか

も高齢社会に優しいヒューマンインターフェ

イスを利用した私たちの考え方が世界で評価

されたものと自負したい。残念ながら、最高

賞である金賞を逃したが、日本に続き高齢化

が進む世界各国から注目されたと確信した。

こ の 学 会 の テ ー マ は、Innovation, 

Integration, Inspire とされ、私たちの

Integrationモデルが時宜を得たものであっ

た。また、わが国が進める地域包括ケアシス

テムの国際的な概念と理解できるMedical 

Neighborhood（医療の隣人たち）をテーマ

に多くのディスカッションがあった。中心に

いる患者の隣人に様々な医療、地域コミュニ

ティ、生活サービスが取り囲むといった概念

だ。そういった意味で、世界の病院が取り組

まねばならない問題が妙に共通していること

を肌で感じた。

平成30年11月15日～17日の3日間、沖

縄県宜野湾市の沖縄コンベンションセンター

において第58回日本核医学会学術総会が開

催されました。合計で1858人が参加し、国

内学会にもかかわらず約100人が海外（米国、

ドイツ、ベルギー、オランダ、中国、台湾、

韓国、タイ、ネパール、インド、ポーランド、

ノルウェー、オーストラリア、チュニジア）

からの参加者でした。

一般社団法人日本核医学会は、核医学研究

の推進と発展を図ることを目的とし、医師、

薬剤師、工学士、看護師、放射線技師などか

らなる多職種横断的な学会です。大会は58

回の歴史を有し、すでに多くの十全同窓会員

が学術総会の会長を務められています（第10

回;平松　博、第18回；久田欣一、第41回；

利波紀久、第49回；油野民雄、第55回；小

泉　潔、敬称略）。私の所属施設は東京なの

ですが、今回はアジアの研究者がアクセスし

やすい沖縄を開催地とさせていただきました。

総会において11月17日～19日までの3日間、

台北で開催された東アジア核医学会とのジョ

イントシンポジウムを企画し、多くの海外研

究者の参加を得ました。今後、日本核医学会

総会はアジアの核医学研究者が集う重要な会

議として位置付けられていくものと期待され

ています。そのために、一般演題のスライド

は英語とし、シンポジウムの半分は海外研究

者を含む英語セッションとしました。

今 回 の 核 医 学 総 会 の メ イ ン テ ー マ は

“治 療 に 活 か す 核 医 学 の 技 － 創 薬 か ら

Theranosticsまで”でした。種々の画像モ

ダリティの中で、核医学の役割が大きく見直

されてきています。分子イメージングの分野

では、核医学機器の進歩も相まって他のモダ

リティの追随を許さず、創薬や治験において

必須のモダリティとなっています。本大会で

は、この方面の著名な研究者による特別講演

やシンポジウムが大きく取り上げられました。

総会ではノーネクタイを推奨し、“かりゆ

し”のレンタルも行い、くつろいだ雰囲気で

活発な討議が3日間なされ、盛会裏に終了い

たしました。

同 窓 生 の 消 息

第 5 8 回 日 本 核 医 学 会 学 術 総 会 　 開 催 報 告

国 立 精 神 ・ 神 経 医 療 研 究 セ ン タ ー

脳 病 態 統 合 イ メ ー ジ ン グ セ ン タ ー

松田　博史
（昭和54年卒業）

国 際 病 院 連 盟 大 賞 特 別 賞 を 受 賞 し て

社 会 医 療 法 人 財 団 董 仙 会 恵 寿 総 合 病 院 理 事 長

神野　正博
（昭和61年院卒業） 世界病院連盟会長（写真左）らと

筆者（写真右から2番目）
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金 沢 か ら 世 界 へ 発 信

肝細胞癌の画像バイオマー
カーとしてのGd-EOB-DTPA
造影MRIの可能性

放射線科学

北尾　　梓

肝特異性MRI造影剤（Gd-EOB-DTPA、

EOB・プリモビストⓇ、バイエル・シェー

リング社）が本邦で発売されて10年が経過

した。Gd-EOB-DTPA造影MRI（以後EOB-

MRI）は従来の画像診断法では検出が困難で

あった微小肝細胞癌や早期肝細胞癌の描出能

を飛躍的に向上させ、肝細胞癌の診断におい

て不可欠な役割を果たしている。Gd-EOB-

DTPAは静脈から注入された後に肝細胞に取

り込まれ、胆汁中に排泄されるという特殊な

体内動態を示す。注入から15-20分以降に

撮影する肝細胞相で、造影された肝実質と

のコントラストにより病変を検出すること

が可能である。通常の肝細胞癌は背景肝と

比較して肝細胞相で低信号を呈し、Gd-EOB-

DTPAの取り込み機能の低下が推測されてい

たが、その詳細な造影機序については十分に

解明されていなかった。

我々は肝細胞癌において、organic anion 

transporting polypeptide1B3 (以 後 

OATP1B3)の発現がEOB-MRI肝細胞相での

造影効果と相関することを示し、OATP1B3

がGd-EOB-DTPAの細胞内取り込みに関与

する主要な肝細胞膜トランスポーターである

ことを明らかにした（Radiology 2010）。

さらに我々は異型結節からの多段階発癌

の過程でOATP1B3の発現が低下し、EOB-

MRI肝細胞相での増強効果も低下していく

ことを示した。特に早期肝細胞癌の70％

でOATP1B3の発現が減少しており、EOB-

MRI肝細胞相で低信号病変として早期検出

が可能である成因と考えられた（European 

Radiology 2011）。

多段階発癌に関する検討の中で、肝細胞癌

のうち10%の頻度でOATP1B3の発現が増

加し、EOB-MRI肝細胞相で高信号を呈する

一群が存在することも明らかとなった。その

高信号肝細胞癌は門脈浸潤の頻度が低く、血

清AFPならびにPIVKA-IIが低値で、術後の

無再発生存率が高いという特徴を示し、悪

性度が低い亜型である可能性が示唆された

（Radiology 2012）。

肝細胞癌におけるOATP1B3発現に着目

し、金沢大学附属病院消化器内科との共同

研究で遺伝子解析を行った。OATP1B3の

発現が高い肝細胞癌（肝細胞相高信号肝細

胞癌）は、OATP1B3の発現が低く血清AFP

値が高い肝細胞癌とは全く異なる遺伝子発

現パターンを示していた。さらに転写因子

hepatocyte nuclear factor (HNF) 4αに

よって、OATP1B3の発現が制御されている

可能性が高いことが示された(Hepatology 

2014)。

ついで我々は、β-cateninシグナル伝達

経路が活性化した肝細胞癌では、OATP1B3

の発現が増加しており、EOB-MRI肝細胞

相での造影効果が高いことを明らかにした

（Radiology 2015）。さらにβ-cateninと

HNF4αの両者の発現が、肝細胞癌におけ

るOATP1B3の 発 現 増 加 とEOB-MRI肝 細

胞相での造影効果の上昇に関与することを

示した（Hepatology Research 2018）。β

-cateninとHNF4αとの相互作用により肝

細胞癌における上皮間葉転換や幹細胞様形質

発現を抑制するという報告も認められており、

高信号肝細胞癌における低悪性度の成因と

なっていると推測された。

このようにEOB-MRIはOATP1B3のみな

らず、関連する多くの分子・遺伝子の発現を

反映する可能性がある。肝細胞癌の遺伝子発

現が画像診断により推測可能となれば、組織

採取を行わずに悪性度や予後の推測、適切な

治療法の選択が可能となり、これからの個別

化診療において画像バイオマーカーとして重

要な役割を果たすものと期待される。

EOB-MRI肝細胞相低信号肝細胞癌 EOB-MRI肝細胞相高信号肝細胞癌

➡

➡
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西 日 本 医 科 学 生
総 合 体 育 大 会

第70回西日本医科学生総合体育大会は、

代表主管校三重大学の運営のもと、平成30

年8月5日から8月20日の16日間にわたっ

て開催されました。今夏は例年よりも気温が

高く、過去大会以上に参加選手の熱中症が危

惧されておりました。実際、発症者が昨年よ

りも増加した競技もあったようです。しかし、

試合中のウォーターブレイクの回数を増やす

といった運営側の配慮などもあり、大事に至

ることもなく、また、大きな事故・怪我もな

く、無事に大会を終えることができたと思わ

れます。

今大会における金沢大学の成績は、出場

44校中15位でした。

参加した学生の感想としては、「これまで

の練習の成果が十分に出せた。本当に頑張っ

て良かった。」というものや、「思ったような

結果は出せなかったが、次年度に向けての改

善点がたくさん見つかった。」というものなど

さまざまでした。

いずれにしても、今大会に向けて仲間と共

に直向きに練習に取り組んだこと、大会を通

して感じ、学んだことは私たち学生にとって

かけがえのない経験になったと思います。こ

のような機会を得られたのも十全同窓会の先

生方のご支援あってのことであり、この場を

お借りしまして、ご支援いただきました関係

者各位に厚く御礼申し上げます。

来年度の主管校は関西医科大学となります。

どの部活も、今大会で見つけた課題に取り組

み、選手個々人が持てる実力を全て発揮でき

るよう精一杯頑張っていきたいと思いますの

で、今後ともご支援のほどよろしくお願い致

します。

（主な大会成績）

優勝

　男子陸上ハンマー投げ	 柳川龍之介

準優勝

　柔道部

三位入賞

　男子スキー部

　女子陸上3000ｍ	 山田　はな

四位入賞

　男子陸上200ｍ	 笹木仁一郎

　女子陸上800ｍ	 坂東日桜里

　女子陸上1500ｍ	 山田　はな

　女子陸上走高跳	 冨田　瑞歩

　女子水泳400ｍ自由形	 竹田　紗帆

　女子水泳100ｍバタフライ	 村田美希乃

　女子水泳400ｍリレー　　

　女子水泳400ｍメドレーリレー

� （第70回西日本医科学生総合体育大会　

� 評議委員　小川　誉元：記）

学 生 課 外 活 動 報 告

白 山 診 療 班

私達白山診療班は、夏山の約40日間を白

山室堂にある診療所で、体調を崩された登山

客や室堂スタッフのケアをしています。医療

行為ができるのは医師に限られていますが、

学生は上級生を中心に医療面接を行い、担当

医師の助言のもとに処方することを基本活動

としています。

ここで、医療行為ができないのなら学生は

必要ないのではないかと考える方もいらっ

しゃるかもしれません。しかし、実は医師が

診療所で夏山全日程をカバーするのは難しい

状況です。山の中という閉ざされた環境にお

いて万一体調を崩した時、全く相談できる人

がいないというのは登山客の方々にとって大

変心細いと思います。我々学生が交互に診療

所に駐在してすばやく患者さんの状況を知り、

医師の指導の下で処方するシステムはとても

重要であり、先輩方が代々作り上げてきた大

切な仕組みです。

さて、ご存知の方が多いか

もしれませんが、我々医学類

生は夏休みが1ヶ月ほどで他

学類と比較すると短いもので

す。なぜその限られた時間の

中 で3～4日、 長 い 人 で2週

間も白山に登りたいと思うの

でしょうか？

理由は多数ありますが、何

と言っても白山の壮大な自然

にふれることができるからで

す。刻一刻と変化する天候の

なか歩を進め登頂したときに

は、なかなか味わい深い達成

感を得ることができます。白

山は実は火山であり、山中で

は火口跡に点在する７つの池

をめぐる「お池めぐり」ができ

ます。どの池も荘厳な雰囲気

を醸し出しており、深い碧が

神秘的な翠ヶ池をはじめ、万

年雪におおわれた千蛇ヶ池の
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ほか、道中ではイワギキョウやミヤマキンバ

イなどの色彩豊かな美しい高山植物も多く見

られます。また、御来光を拝することができ

たときの感動は今でも鮮明に蘇ります。この

ような自然にふれつつ診療活動ができること

は贅沢と言っても過言ではないほどの経験と

なります。

多くの方々との交流も大切な思い出の一つ

です。班員と他愛のない話をしながら過ごし

たり、一緒に登られた先生より医療手技を学

んだり、室堂員さんと共に仕事をし談笑した

りすることによって、筆舌に尽くし難い充足

感を得ます。このような生身の人間の交流に

よる心的満足感は現代の日常生活では経験し

難いものになりました。また、患者さんを問

診する際に、「こうすればもっと良かったの

に」と自分の未熟さを悔やむこともあり、今

後の勉学のモチベーションを上げるきっかけ

になることもあります。これらの経験は家に

こもっていては絶対に経験することはできな

いでしょう。

それでは、簡単に今年の活動を報告させて

いただきます。今年の夏山で室堂診療所を訪

れた患者さんは計113名で、多くは類高山

病や関節痛などの運動器症状、外傷が多かっ

たです。要因として、今年の夏山は特に晴れ

の日が多く足元が良い分登山しやすい状況で

したが、足のケアに関して注意が疎かになっ

ていたり水分やエネルギー補給に関して各人

の準備が疎かになっていたりしたのではない

かと推察します。対策として、診療班は現場

での治療だけでなく診療班ホームページや

Facebookを活用して予防を呼びかけてい

きたいと考えています。

最後に、十全同窓会の皆さまより白山診療

班の活動のご支援を賜り誠に感謝申し上げま

す。今後ともご指導のほど何卒よろしくお願

い申し上げます。

� （医学類4年　森田　一矢：記）

 

立 山 診 療 班

立山連峰は、北アルプス北部に位置する標

高3000メートルの天上界で、年間約100万

人もの観光客が訪れます。石川県の人口に匹

敵するこの数字は、世界一登山者の多い東

京・高尾山の登山者の約半分、世界遺産であ

る富士山の4倍程度です。私たち立山診療班

は、夏休みの期間を利用し、立山で発生する

疾病・事故に対応すべく富山県警山岳警備

隊・山小屋・環境省と連携し、無償で診療活

動を行っています。合計3つの山岳診療所に

は、夏休みの1カ月間に、例年100名ほどの

患者さんが受診されます。

今年度は学生58名が診療所に入り、診療

活動にあたりました。この数は医学類の部活

としては最大級です。このように人気がある

理由のひとつには、臨床の現場を実際に見て

みたい、という我々学生の向学心があると思

います。医師の問診・処置を間近に見ること

や、医師不在時に学生が対応し、電話で医師

に助言を仰ぐといったことは、学生にとって

実際の医療との貴重な接点です。また、山小

屋での生活も魅力です。太陽のまぶしく照

りつける屋根の上に布団を干したり、溢れん

ばかりの星空を眺めながら、小屋の人々・医

師・同級生や先輩後輩と送る共同生活は、印

象深い思い出です。このように立山診療班は、

人に役立ち、自分も成長できる、最高の部活

です。

この会報をご覧の診療班卒業生の先生方も、

学生時代を思い出しつつ避暑がてらにでも参

加していただければ幸いに思います。今年も

例年どおり20名ほどの先生方が参加され診

療にあたられましたが、3つの診療所を抱え

る立山の診療には、もっと多くの先生方が必

要だと感じております。また上述いたしまし

たとおり、我々学生にとって先生方との山小

屋生活は貴重です。もしご興味がございまし

たら、立山診療班（kum.tateyama3015@

gmail.com）までご連絡ください。卒後数十

年経ってからはじめてご連絡をいただき、医

師として初参加された先生もいらっしゃいま

す。学生の料理と立山の大自然が、いつでも

先生をお待ちしております。

最後になりましたが、OB・OGの先生方を

はじめ、活動を支援してくださった皆さま、

そして本年度も大変貴重なご支援をいただい

た十全同窓会の皆さまのお陰をもちまして、

本年度の活動も無事に終えることができまし

た。厚く御礼申し上げます。

� （医学類5年　西村　和記：記）
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お知らせ

金沢大学医学部十全同窓会

会員情報変更サイトを

ご活用ください

A C L S 金 沢

ACLS(Advanced Cardiovascular Life 

Support) 金沢は、BLS（一次救命処置）と

ACLS（二次救命処置）を中心とした救急蘇生

法についての知識や技術を習得するために、

学生同士で勉強会を行っております。BLS

である心肺蘇生・AEDを用いた除細動・窒

息に対する異物除去などの基本的な技術から、

気管挿管・除細動などといった高度な治療を

用いたACLSまで幅広く活動しています。講

義だけでなく、実際に治療に用いる機材を

使っての手技練習をするので、より臨床に

近い体験ができます。全国の医学部にACLS

サークルが存在し、それぞれの大学が開く

ワークショップ（WS）に参加しています。

WSを通じて私たちは多くのことを学んで

いますが、それは医学的な内容に留まりませ

ん。大勢での議論を時間内にまとめたり、参

加者の達成感を高めるためのアイスブレイキ

ングを工夫したり、より効果的に記憶を定着

させるためのレクチャーを考えたりしていま

す。パワーポイントに使うフォントから配色、

フィードバックに適したホワイトボードの使

い方に至るまで、WSでは非常に緻密に計算

されています。こうした普段の授業では学べ

ないスキルを全国の仲間と切磋琢磨できるこ

とこそ、このサークルの最大の魅力の一つだ

と感じています。

今年度も新たに1年生が加わり、去年にも

増して活発に活動しています。3月には、福

井大学で開催されたALSWS、徳島大学で開

催されたALSWS、9月には、愛知医科大学

で開催されたALSWS、名古屋市立大学で開

催されたFirst-Aid WS、10月には、富山大

学で開催されたALSWS、11月には、藤田医

科大学で開催された外傷WSと各地で開催さ

れたWSに参加しました。

また、全国規模のコミュニティーだけでは

なく、金沢大学、富山大学、福井大学の北

陸3大学のACLSサークルが定期的に集まり、

さまざまな内容について議論、発表、実践を

して、互いに刺激しあっています。5月には、

金沢大学で北陸新歓BLSWSを開催しました。

その他にも、定期的に学内で勉強会を開き、

胸骨圧迫や人工呼吸、気管挿管といった手技

の練習をしたり、BLSやALSの根拠を勉強し

たりしています。また、来る2月には学内で

のBLSWSの開催を予定しており、より一層

活動に熱心に取り組んでいます。

最後になりましたが、ご指導、ご協力くだ

さるOB／OGの先生方や私たちの活動を支

えてくださっている救急部、集中治療部そし

て十全同窓会の先生方に厚く御礼申し上げま

す。

� （医学類3年　野中　華子：記）

学 生 課 外 活 動 報 告

LOGIN情報は、事務局より各会員あてに郵送でお知らせしております。

ご不明な点は事務局までご連絡くださいますようお願い申し上げます。

TEL：076-265-2132
Email：juzen@med.kanazawa-u.ac.jp
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医 学 展 開 催 御 礼

医学展も終わり、寒さがひとしお身にしみ

るころとなりました。同窓会の皆さまにおか

れましては、ますますご健勝のこととお慶び

申し上げます。

10月27日、28日に開催されました医学展

2018は、昨年と同様2日目に金沢マラソン

が開催され、また雨が降っていたのにもかか

わらず、2日間で3311人の来場者を迎えて

大盛況のうちに無事閉幕することができまし

た。同窓会の皆さま方には医学展開催に向け

てご支援、ご協力を賜り、学生一同心より御

礼申し上げます。

私たち医学生が地域の方々に対してできる

ことは非常に限られております。社会のため

になろうと医療者を志したものの、社会に出

るまでは何かを地域に対して成し遂げるのが

難しいのが現状です。そうした中で医学展は

地域貢献の場であり、地域医療の実践の場で

あると思うのです。今年も医学展という文化

祭を通して盛大に健康の維持と増進を働きか

けました。今回の医学展のアンケートを見て

みると、「一生懸命やっているのが伝わる」、

「学生の皆さんとても優しくて、子供にも優

しくて来てよかったと思いました」、「将来の

医学会が明るいと感じた」等のご意見をうか

がうことができたことから、医学展は地域の

方々に大きな意味を持つとあたらめて感じま

した。今年のテーマ「 line」には地域の方々と

医学生が、また、一見無関係だと理解してい

た医学的知識同士が、そして今の健康と未来

の健康が「 line（線）」でつながるようにと願

いを込めました。当日はご来場されたお客さ

まには大変満足していただき、学生一同力を

合わせ皆で医学展2018を作り上げることが

できたと自負しております。

今振り返ってみても今年の医学展は地域の

方々に難解でとっつきにくいと思われがちな

医学の世界に興味を持つきっかけを提供でき

る場でありましたし、未熟で医学的知識が完

璧ではない私たち学生が普段は受け身で学ん

でいる医学を発信する側に立つことで理解を

深め、自分自身の学習姿勢を見つめ直すこと

のできた機会でもありました。医学展を通じ

て多くを学べ、このような貴重な体験ができ

たのは同窓会の皆さまをはじめとするたくさ

んの人のご支援、ご協力のおかげです。また

ご支援くださった皆さま、医学展に協賛・協

力してくださった地元企業、団体の皆さま、

そして当日足を運んでくださったお客さまに

は改めて感謝の意を表したいと思います。医

学展は先輩から後輩へと受け継がれていきま

す。来年度医学展のさらなる発展を祈るとと

もに、今後ともご指導・ご鞭撻のほどよろし

くお願い申し上げます。

�（医学展2018実行委員長　白石　裕紀：記）
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平成30年は我々43卒にとって記念すべき

卒後50周年である。6月16日には7年間も

開催されなかった同級会を開催することがで

きた。過去を回想する好機だと思い50年間

を振り返ってみた。

昭和37年からの6年間の学生時代でもっ

とも印象に残る思い出は3年生から6年生の

小立野での医学部授業である。当時は日本・

世界に誇る教授が多数おられ、すぐれた教育

を享受できた。

組織学の本陣教授は組織実習前に理路整然

と実習内容を講義され、実習中も丁寧に顕微

鏡所見を教えてくださった。とくに電顕は当

時の最先端の学問で、学生にも電顕写真をス

ケッチさせた。この作業は難儀で長時間を費

やし投げ出したくなった。その後、電顕が私

のライフワークになろうとは想像外であった。

肉眼解剖学の山田教授は、静かな口調で講

義され、実習は深夜に及んだ。先生の言動に

は「勉強しないものは医者になるな」という鋭

い響きがあった。先生の影響で頭蓋底・頸部

の解剖に興味が湧き、私の進路を決定づけた。

この実習の時に東京オリンピックが開催され

ており、一部の同級生は実習をサボってマラ

ソンのテレビ中継を観戦していた。この事実

に酒井助教授は激怒し、反発した者が実習停

止を命じられたことがあった。

生理学の大村教授はResting potential, 

Action potentialの話を講義の冒頭でお経

のように何回も言われ、反復するうちに自然

と覚えさせられた。猫の除脳硬直実験では脳

幹と大脳を切り離すことで猫の四肢がつっ

ぱった状態になり、意識も無くなる。

斎藤教授のウサギの自律神経刺激実験では、

迷走神経を刺激すると腸が動き、脈拍が遅く

なる現象を今でも思い出す。動物実験は一度

実習すると生涯忘れぬ程印象に残るもので

ある。

生化学の久野教授の講義は難解な分子科学

を大変明快に解説され、聞いているだけでほ

とんど理解できた。

病理学では梶川教授の講義が大変ユニーク

で言語明瞭・理路整然としており解りやす

かった。先生は膠原病では日本をリードされ

ており、先生の著書「膠原病の概念」は何度も

読んだ。先生のCPCは病理と臨床所見を結

ぶ謎解きの講義で、いつも教室には聴講生の

立ち見ができた。先生には大変ご縁があり、

私の博士論文「髄膜腫細胞の細胞間物質形成

能」の電顕観察の指導者で、電顕写真を持参

して、直接ご指導いただいた。また先生は後

に福井医科大学学長になられ、私が同大学に

転勤した際もお世話になった。

臨床系教授も大変講義の上手な先生が多数

おられた。とくに武内教授と村上教授の内科

の講義は優れていた。泌尿器科の黒田教授、

皮膚科の福代教授の講義も明快であった。ポ

リクリでは直接まぢかで患者さんの所見を観

察できた。精神科の大塚教授には詳細な神経

所見(Argyll Robertson瞳孔)を見せていた

だき、現在も忘れない。

我々の学年はインターン制度が昭和42年

で廃止され、研修登録医制度を始めることが

厚生省から発案された最初の学年である。数

年前よりインターン制度廃止運動が燎原の火

の如くに日本中に拡がり、昭和42年度には

ついに全国で国家試験ボイコットが遂行され

た。我々のクラスも登録医制度の導入に反

対し、昭和43年2月に2科目の卒業試験ボイ

コットを実行した。また、臨床系大学院受験

もボイコットした。幸い2科目の再試験を3

月中に受験できたので全員無事に3月31日

に卒業でき、皆綱渡りの人生を体験した。　

私は自ら望んだわけでもないのに「研修医

制度検討委員会の委員長」を3年間も務める

ことになった。現十全同窓会長の中村信一君

は同級生で研修委員であり、卒業試験を2科

目残す直前に私に「今卒試ボイコットをしな

十 全 昔 話

卒 後 5 0 年 の 回 想

久保田紀彦
（昭和43年卒業）
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ければもうする機会はないぞ」と強く進言し

た。私もこの時今までのモヤモヤした考えが

晴れ、クラスの皆に卒試ボイコットを呼びか

けた。主義主張はさまざまであったろうが、

クラス全員が賛成し敢行した。中村君の慧眼

でこのクラスの方向性が決定されたことは生

涯忘れられない。これはインターン制度反対

運動の流れの中で我々も研修制度改革に真剣

に取り組んだ結果であると回想している。

幸いこの年の５月に医師国家試験を受験で

きた。医師免許が後の自主研修の支えになり、

医療行為を正式に行うことができた。金沢に

残った60数人と他大学の卒業生数人を交え

て、我々が独自に作成した研修スケジュール

を1年間実行できた。研修先は大学病院と北

陸三県の中小病院に2～6カ月間隔の研修で

あった。

私はまず大学の放射線科で2カ月、主に胸

部レ線写真、造影胃腸透視レ線写真を教えて

いただいた。これは診療の基本でありその後

の診療に大変役に立った。6月からの2カ月、

福井県の今立中央病院内科に赴き、不慣れな

外来診療であったが沢山の患者さんを診療し

た。胃透視検査の実習後に私が検査すること

を依頼され、何人かの胃透視検査をした。放

射線科で毎日のように胃透視レ線写真の勉強

をしたことが大変役にたった。この病院は町

の唯一の産婦人科医が院長先生であり、分娩

を見学する良い機会であった。胎児の頭まで

は何回も観たが、30分ほど待っていても少

しも進行せず、その場を離れて仕事をしてい

ると、もう分娩がすみましたとの報告があり、

何度も同じことを繰り返したので、一生に一

度も経膣分娩を観察できなかった。一方、大

学では帝王切開を数度見学した。私の医療行

為を振り返ると、現在の研修医制度における

2カ月の必須産婦人科研修をする必要性を感

じない。

8月からの2カ月間は、犀川沿いの石野病

院に勤務した。この病院は金沢の繁華街の香

林坊や片町の近くで、とくに夜間の急患が多

く救急患者の対応を覚えた最初の病院であっ

た。夜間にやくざ紛いの患者の喧嘩による外

傷例が絶えなかった。そのお蔭で色々な人間

との対応を身につけることができた。当時は

交通事故による鞭打ち症患者があふれていた。

また、当時に多かった虫垂炎の手術を30例

程執刀させてもらった。院長先生は積極的で、

多くの外科手術に挑戦しており、急性硬膜下

血腫の緊急手術の助手をしたことが目に浮か

ぶ。

10月から1月までの4カ月は大学の村上内

科にお世話になった。私が担当した慢性腎臓

疾患のSIADHを医局会で大きな黒板一面に

臨床経過を書いて発表した。村上教授は大変

に教育熱心であった。発表後に誰もいなく

なった時、村上教授だけが残って私の黒板

に書いた間違いスペルを5カ所程指摘された。

これで終わりかと思ったら、お前の症例に関

する文献を読んでおけと10篇以上を紹介さ

れた。教授はたかが研修生の発表前に驚くほ

ど予習されておられたことに驚嘆した。その

後の人生で私も含めてここまで予習されてい

る教授を知らない。この時に受け持った妙齢

の患者さんが別れる時に涙を流して握手され

た姿が目に焼き付いている。医者冥利につき

た初の体験であった。

2月から3月には皮膚科で福代教授の外来

診察を見学した。皮膚疾患は視診がきわめて

大切で、教授は困難な皮膚病を次々と確実に

診断されていた。この際、いくつかの教科書

を横において丁寧に解説された。大変興味が

湧き、皮膚科に入ろうかと思ったほどであっ

た。この教室には形成外科の塚田助教授（後

に金沢医大教授）がおられ、ユニークな講義

もしていただいた。その後、福代教授には偶

然に先生の90歳記念パーティでお会いした。

その時私の顔を見て「お、久保田君元気か？」

と言われたのには驚いた。たった2カ月の研

修生を覚えておられた頭の冴えに驚嘆した。

昭和44年4月より山本信二郎教授のもと

で「脳神経外科」を学んだ。当時は3Kの代

表的な診療科であったが、テレビドラマ「ベ

ン・ケーシー」の人気もあり、脳神経外科に

憧れる若者も多かった。しかし、診断・治療

に困難を極め惨憺たる結果であることが多

かった。診断が飛躍的に良くなったのは昭和

51年のCTスキャンの導入で、その年には9

人（卒業生の10％位）の入局者があった。

また、このころ手術顕微鏡が導入され細か

い脳組織でも仔細に観察でき、手術結果が飛

躍的に改善された。さらに昭和60年のMRI

の導入は詳細な脳組織の観察に加え、脳の機

能的観察が可能となり、病態解明に大きな役

割を遂げた。また、SPECTやPETの導入が

病態解明に拍車をかけた。最近は術中CTや

MR画像で手術の精度が向上している。脳外

科疾患は（1）内視鏡手術（2）血管内手術（3）

定位放射線治療で治療成績が向上した。

私が最も学問向上に役立ったことは「海外

留学」であった。この機会に私が取り組んで

いた脳腫瘍、特に髄膜腫の電子顕微鏡的観察

がモンテフィオーレ病院（アインシュタイン

医科大学）の平野朝雄先生のご指導で世界的

なワークとして成就できたことである。また、

時々脳外科手術も見学した。さらにパリとロ

ンドンで世界的権威者の手術も数多く見学し、

日本の臨床は30年位遅れていることを実感

した。外国人の思想や日常生活に接し、この

ように進歩した国を相手に戦争した先人の先

見のなさに落胆した。

最近は日本の医師の海外留学者が激減して

いると聞く。アジア諸国の医師は積極的に海

外留学をしている。金沢大学の若い医師もぜ

ひとも海外で学び、欧文論文作成に精進され

ることを切望する。
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十全同窓会の皆さま、明けましておめでと

うございます。医学類4年の林田珠奈と申し

ます。私は金沢大学に入学してもうすぐ4年

が経とうとしています。基礎医学・社会医

学・臨床医学の系統講義が終わり、今は来る

試験のための勉強に精を出す日々を送ってい

ます。今回学生コーナーの執筆の機会をいた

だくにあたり、学生生活で感じたことを自分

が体験に絡めながらお話ししたいと思います。

拙い文章ですが、目を通していただけると幸

いです。

基礎医学は人体の構造や機能、またそれに

基づいた疾患についての学問です。人間の体

について勉強するにつれて、その仕組みの精

巧さに驚きました。私が特に興味を持ったの

は神経生理学です。事故で脳を損傷しただけ

でその人の性格が全くの別人のようになって

しまったという話を聞き、衝撃を受けました。

というのも、個人の性格というのは笑ったり

泣いたりと長い年月をかけて形作られてゆく

唯一無二の財産だと思っていたからです。そ

れがそんなに簡単に失われてしまうものなの

かと啞然としました。これがきっかけで脳の

神秘さに特に興味をもち、MRTプログラム

で神経生理学（旧第二生理学）の研究室にお世

話になることになりました。MRTプログラ

ムというのは、学生の頃から自分で基礎研究

をやってみようというプログラムです。大学

入学時は生物と言えば中学生の理科Ⅱまでの

知識しかなく、研究はインテリ集団しかでき

ないもの、論文は世紀の大発見ばかり書いて

あるものと思っていました。なので、いざ論

文を読んでも「めっちゃ長い論文を頑張って

読んだのにオチはこれだけ？」なんて思うこ

ともありました。しかしMRTを通して、基

本的な手技から高度な実験計画まで手取り足

取り教えていただき、失敗をたくさんしなが

らも基礎研究の奥深さを肌で感じることがで

きました。当たり前のように教科書に載るこ

とも、たくさんの試行錯誤が詰まった小さな

発見の繰り返しの結晶だと分かり、結果を出

すことの難しさを感じるとともに、脳の機能

がとても緻密な歯車の連続であることも分か

りました。さらに脳にはまだ

謎が多くあることも分かり、

その未知のものを解明する

のは面白いと思いました。と

は言っても、今は勉強が忙し

く、研究室は私の第二の家と

化しているのですが、そんな

私にも優しく接してくださ

る先生やスタッフの方のあたたかさに冬の金

沢と試験によって凍てついた私の心は溶かさ

れています。試験後にもう一度本腰を入れて

実験したいと考えています。

さらに社会医学で社会的な環境と健康につ

いて学びました。もともと社会医学に興味を

もったことが私の医学部に入るきっかけに

なったのですが、大学ではその社会医学の

難しさを感じました。3年次にスイスのジュ

ネーブのWHO本部に1週間ほど研修に行か

せていただきました。そこでは世界中の選り

すぐりのエリートたちが全世界の医療の根

本となる仕事をされていました。お話を聞

き、全員が健康になるような医療制度をつく

る難しさを感じました。私は自分の学年の試

験日程を決める役割を頂戴しており、①学生

側の意見をまとめて、②先生方や教室の予定

を見つつ日程を考えて、③先生方や学務の方

に交渉やお願いをするということをしていま

す。たった1学年120人の意見ですら一致せ

ず、また多方面と交渉する難しさにも悩む

こともあったので、WHOのように顔が見え

ない何億もの考え方が違う人間を相手に仕事

や交渉を進めるということはとても難しいと

感じました。さらに結果がすぐには出ないも

のや客観的なデータにしづらいことも多い中、

投資のことも考えつつ未来を予測しなくては

ならないという難しさもあります。ましてや、

国全体の規模の利益まで考えて行動しなけれ

ばいけません。きっと歯がゆいことも多いの

だろうなと思いました。

そんな中、3年次の冬からついに臨床医学

が始まりました。何を見ても知らないことだ

らけで、これは勉強しなくてはと思い、いざ

勉強を始めてみると、その病態や知識の広

さと深さに驚きを隠せませんでした。苦労し

て覚えたことが1週間できれいさっぱり忘れ

てしまう自分にうんざりすると同時に、先生

や先輩方もこのような辛さを乗り越えてプロ

フェッショナルになられたのかなと親近感を

覚え、改めて尊敬の念を抱きました。　

私はこのような学生生活を通して多くの優

秀な先輩や友達ができて誇らしいと感じる反

面、自分がみじめに思えたり、講義で流れる

医療ドラマの1シーンだけでも涙があふれて

悲しい気持ちになってしまったりします。こ

んな調子であと数年後に本当に医者になれる

のだろうかと不安に思うのですが、それでも、

一つだけ自慢があります。それは私を導き、

多くのことを教えてくれるまわりの人に恵ま

れているということです。私には目標になる

ような人がたくさんいるのですが、それは部

活動でも同じことが言えます。私は予想して

いなかった硬式庭球部に入ることになったの

ですが、そこではさまざまな考えをもち刺激

をいただける先輩や優しい後輩に恵まれ、信

頼できる同期と苦難を乗り越えることができ

ました。これまでの学生生活のうち泣いたり

笑ったり悩んだりしたことの多くは部活に関

係することで、その体験は間違いなく自分に

とってかけがえのない財産になったと思いま

す。

今の段階では将来についても何も決まって

いなくて焦りや不安もあります。ですが、思

えばこの大学に入ること自体も、学生生活も、

自分が予想していなかったことばかりでした。

それでも私のまわりにはいつも素敵な人との

出会いであふれていて、その予期せぬ偶然の

一つひとつですら何か意味のあるものに思え

て仕方ないのです。今までの素晴らしい出会

いに心から感謝すると同時に、これから先も

予期せぬ方向に人生が動くとしても、その先

にもきっと素敵な出会いがあって、何か刺激

的なことが待っていると信じてみようと思い

ます。まわりの人の支えがあってこその私で

すが、勉強ばかりは他人まかせとはいかない

ようです。今は自分と向き合い、そしていつ

か自分がまわりを支え、医者として患者さん

に寄り添うようになりたいと思います。最後

に、貴重な執筆の機会をいただいたことに感

謝して結びといたします。

学 生 コ ー ナ ー

医 学 類 ４ 年

林田　珠奈

ジュネーブWHO研修にて
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平成30年10月27日（土）、本学角間キャ

ンパスにおいて、第12回金沢大学ホームカ

ミングデイを開催しました。歓迎式典には

208名、懇親交流会には189名の卒業生お

よびそのご家族等にご出席いただき、大変盛

況で賑やかな1日になりました。

歓迎式典では、最初に、本学合唱団および

出席者全員で校歌を斉唱しました。続いて、

山崎光悦（やまざき こうえつ）学長の歓迎挨拶、山

出保（やまで たもつ）金沢大学学友会会長の祝辞

の後、大竹茂樹（おおたけ　しげき）理事・副学長

から金沢大学の近況が報告されました。最後

は、現役学生の現状について、学生の留学体

験報告（2名）を実施し、出席者からは好評を

いただきました。

特別講演では、「金沢と私、そして研究」と

題し、東北大学電気通信研究機構特任教授で

本学理事（産学連携・高等教育改革担当）中沢

正隆（なかざわ　まさたか）氏（昭和50年 工学部卒

業）に、ご講演いただきました。

歓迎式典終了後には、金沢大学学友会 第8

回役員総会が開催され、役員の一部交代の報

告がありました。

夕刻からの懇親交流会は、山出保学友会会

長の発声の乾杯で始まりました。会場では、

本学フィル（弦楽）により、開始前と乾杯後に

演奏をしていただき、懇親交流会を盛り上げ

ていただきました。その後、恒例の揃いの法

被に身を包んだ卒業生有志による「金沢大学

校歌」、「北の都」、「南下軍の歌」の高唱があ

り、会は大いに盛り上がりました。

また、午前中にキャンパス見学会（4コー

ス：63名）を実施しました。

次回、第13回金沢大学ホームカミングデ

イは、2019年10月26日（土）に開催が決ま

りましたので、校歌を歌いに、懐かしい母校

にぜひお越しください。

� （学友支援室長　村田　　記：記）

第 1 2 回 金 沢 大 学
ホ ー ム カ ミ ン グ デ イ 開 催

歓迎式典で校歌を歌う出席者
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以上34名で構成されています。

土屋弘行十全同窓会理事長には、

編集委員会にご参加いただいております。

新年あけましておめでとうございます。「平成」もいよいよ終わ

りを迎え、平成31年5月1日の皇太子さまの新天皇即位に伴う改

元により以後は新元号となります。金沢大学医学部（系・類）は、

彦三種痘所の開設から数え「文久」「元治」「慶応」「明治」「大正」「昭

和」「平成」と7つの時代を、金沢大学医学部十全同窓会会報は昭

和25年に創刊ですので２つの時代を駆け抜け、そして、次の「新

元号」の時代へ向かうことになります。私自身も、３つの時代を

生きることになりそうで、感慨深いものがあります。これまでの

歴史を重んじ、次世代に引き継ぎ繋ぐ、そして、時代を超える新

しいものを取り入れ発展させていく。そこには先を見据えた改革

が必要になってくるのかもしれません。

同窓会という団体のあり方を考えてみましても、「親睦会」や

「後援会」的な要素を核とし、母校の発展を期する組織であるこ

とが求められると思います。宿泊施設やレストランを備え持つ

同窓会や、地区同窓会の枠組みを超えた横の交流を行い、そして

大学の枠組みも超えた連携を行う同窓会も存在しているようです。

「同窓会のあり方検討委員会」を設置して、方向性を協議している

大学もあるようです。母校に対して強い影響力を持つようなもの

もあるようですが、十全同窓会は今後どのような同窓会組織とし

て存在すべきなのかを考える時なのかもしれません。

同窓会会員の皆さま方におかれましては、希望に満ちた明るい

新時代を迎えられますよう心よりお祈り申し上げます。

（山本　靖彦：記）

編
集
後
記

今年度より同窓会会費を1月号に併せて徴収させていただくこととなりました。
十全医学会とは別組織であることをご理解ください。
名簿改訂は5年毎に変更となりました。次回改訂版（2020年）は、従来と同様に会費納入者へお届けいたします。

会費納入のお願い


